
３．ケアタウン構想や福祉に関することについて（自由意見） 主な意見は、網掛けしてあります。
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災害時要
援護者
行政へ
の要望

計

1 民生委員児童委員協議会 1 別紙 別紙 221 221 128 59 67 52 306 20 30 32 31 22 39 20 27 221

2 民生委員児童委員協議会（H21.2月） 23 別紙 別紙 10 10 2 2 1 6 11 1 5 1 3 10

3 社会福祉協議会 23 別紙 別紙 29 29 6 1 4 19 30 5 2 1 5 9 2 5 29

4 老人クラブ 26 別紙 別紙 8 8 8 8 2 3 1 2 8

5 自治会 26 別紙 別紙 7 7 2 2 1 3 8 1 3 1 2 7

6 社会福祉法人（高齢者） 27 別紙 別紙 6 6 6 6 6 6

7 地域包括支援センター 27 別紙 別紙 1 1 1 1 1 1

8 社会福祉法人（障害者） 27 別紙 別紙 4 4 4 4 3 1 4

9 NPO（障害者） 28 別紙 別紙 4 4 4 4 2 2 4

10 障害者支援団体 29 別紙 別紙 10 10 10 10 3 3 2 1 1 10

11 保育所 29 別紙 別紙 4 4 4 4 1 1 2 4

12 子育て支援団体 30 別紙 別紙 2 2 2 2 1 1 2

13 健康おだわら普及員 30 別紙 別紙 1 1 1 1 1 1

14 薬剤師会 30 別紙 別紙 3 3 1 1 1 3 1 1 1 3

15 食生活改善推進団体 31 別紙 別紙 2 2 2 2 2 2

16 一般市民 31 別紙 別紙 9 9 4 2 1 3 10 1 2 3 3 9

17 ボランティア団体 32 別紙 別紙 2 2 2 2 1 1 2

18 その他 32 別紙 別紙 5 5 1 1 3 5 1 1 3 5

19 ケアタウン構想委員 32 別紙 別紙 15 15 1 13 14 5 5 3 2 15

計 0 0 343 343 161 84 83 103 431 27 45 56 37 41 66 25 46 343

割合 100% 100% 37% 19% 19% 24% 100% 8% 13% 16% 11% 12% 19% 7% 13% 100%
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1/1 個人表紙目次



1/33 ページ

№ 団体区分 団体名等 視点 分野 自由意見

1 民児協 新玉 制度の枠 高齢者

小田原は若者の働く企業が少ないのでしょうか。長男も次男も小田原を離れ、他地域に就職し、他地域で家庭を持つ人が多くなった結果、独居者、高齢者世帯が増えてしまいまし
た。最終的に体が不自由になってきたら、施設のお世話になるのですが、今の施設は私達がみて「入りたいな」とは思えない所が多いです。（有料老人ホームは別）施設の充実と「何
百人待ちです」といったすぐに入れない状況を改善していただきたい。又、最後まで、独居者でも介護サービスを受けながら一人で頑張っているお年寄りもいます。一人でも安心して
住める介護サービスの充実をお願いしたいです。

2 民児協 新玉 担い手 高齢者

〔高齢者〕
独居や高齢者のみの世帯が増加している。特に75歳未満の高齢者については実態がつかめない。マンション、アパートが増え、健康上問題を抱える独居男性もいるようだが、その
実態を把握し、対応するのは困難である。
〔その他〕
民生委員としての仕事と自身の家庭の仕事（都合）との両立に悩む事が多くなっている。在宅福祉サービスチームとしてのボランティアとの協力が重要と考えるが、特別な行事（敬老
会等）以外での協力以外、応援を頼みにくいのが実情である。民生委員は、手当てをもらっているが、ボランティアはその名のとおり無償ということも一因か？民生委員の仕事量も高
齢者の増加、子育て支援等で増えていることからも増員とか、ボランティアへの手当て等考慮してほしい。

3 民児協 新玉
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者
夫婦とも高齢者、家族がいても、息子（娘）との二人と生活。昼間息子（娘）は働いていて、夜遅く帰宅するという場合、倒れたとか地震とかが心配。消防の通報システムを紹介して
も、名前を書くのを嫌う方もいる。電話がなくても出来ない。
子供
就学前の子供が遊ぶ場所が地域内にない。（ブランコ、すべり台等の遊具がある場所があると若いママ達が集まる！情報交換が自然に出来ると思われる）

4 民児協 新玉
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

１．子育て支援
小学校との懇談会は、学校側の考えを知るだけでなく、地域の子供の様子を話し合う等の情報交換のよい場となっている。又、給食を試食をしたり、子供達の様子にふれられ、とて
も有意義なものとなっている。
２．住民に寄り添う
守秘義務等難しい問題はあると思うが、部分的にでも情報を共有化し、自治会・ボランティア・向こう三軒両隣ぐらいの身近の方達によって日々の見守りができるようにならないもの
かと感じている。
３．安心して暮らせる町
制度が見直される度に、母子加算の打ち切り、介護サービス費用の負担増など弱者にしわよせがいき、国民（市民）の方を向いていないと思う。介護サービスにつなげてあげたくて
も、費用の面で利用をあきらめているお年寄りの声が届いていないのかと思う。行政は社会保障に安定的な財源を確保する工夫をしてほしい。住民どうしは思いやり、寄り添う気持
ちを育てていく努力をすべきなのでしょう。その両輪がまわってはじめて安心して暮らせる町になっていくのかなと考える。最近地方自治が叫ばれています。小田原も魅力ある独自の
町づくりを期待します。

5 民児協 新玉
連携・活動
のあり方

限定せず

インフルエンザの発熱相談センターは小田原保健福祉事務所へ新型インフルエンザ相談窓口は神奈川県保健福祉総務課でしたが、最近はそれがなく、市内の病院で対応してくだ
さる様ですが、これから寒いシーズンに入ってから、小さい子供から小学生を持つ若いお母さん方に対して、心配ごとを軽くするためにも、チラシ等で、又、ポスター等でＰＲしてあげ
たらどうかと思います。

6 民児協 新玉 担い手 限定せず

民生委員になりたがらない理由。その事は仕事の量の多さと多岐にわたる内容にあります。そのため、減らせる仕事（特に集金業務）は、減らす方向で。また、新任民生委員は準備
期間として、任命１ヶ月から前民生委員と共に行動し、仕事の概要を把握し、また、任命後も６ヶ月ぐらい、前民生委員の指導、助言を受けられる制度があったらなぁと思います。以
上の事で少しは民生委員のなり手がふえるかな？

7 民児協 万年 市民意識 高齢者
高齢者（８８才）の一人暮しの方で、何かあった時に連絡する親類がいない。養女の孫がいても何十年と連絡なし。どこにいるのかわからない。本人が市役所に行けばわかります
か？
（子育て）母子家庭で生活上、仕事を休めないので、上学年になると役員がまわってくるので、子供会に入会しない家庭があります。

8 民児協 万年
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

・買い物難民が増えている（自分を含めて）。スーパーの撤退、商店街のシャッター通りで１人暮らし、高齢者世帯な買い物の不便さで困っている人は多いと思います。スーパーや病
院、市役所などの公共設備を細かく回ってくれる（近くや遠くでも）バスがあればと思います。
・子育て支援・青少年相談等、行政のやっている事をもっと細かく有効に市民に知らせる方法を考えて欲しい。

9 民児協 幸
連携・活動
のあり方

高齢者

　高齢者に対する健康促進を進めていますが、個々には関心が高いものの、催しとして行うと参加がとても少ない。（開催場所、内容等）考慮していますが、どう進めたらよいかアド
バイスをいただきたい。
　自治会でも、若者が転出し高齢者が多くなり自治会行事等が少数の人に集中してしまい、負担を感じることが多くなっている。特に自治会長、民生委員の仕事が多様化して後任の
選出が難しい。

10 民児協 幸
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者

【高齢者】 独居、高齢夫婦、身体障害者の人達は、防犯パトロールを大変喜んでくださっています。

11 民児協 幸 制度の枠 高齢者

　４月に他地区から移られた７７才、義父、肢体障害あり、家で車椅子からずり落ち、お嫁さん一人では乗せられず手伝ってあげました。その後市立病院へ入院したのですが、保証
人の件で小田原市に住んでいないといけないと相談を受けました。ちょうどデイケアにお世話になっていたので、施設で保証人を受けてくれました。施設を利用していなかったらと思
うと不安です。なんらかの形で保証人の件、解決できると良いと思います。
　高齢化が進み、４０才代、５０才代、６０才代の人達が少なく、ボランティア、民生委員のなり手がなく困っています。

３．ケアタウン構想や福祉に関することについて　
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№ 団体区分 団体名等 視点 分野 自由意見

３．ケアタウン構想や福祉に関することについて　

12 民児協 幸
行政への要
望

高齢者
現在の制度では入院が長期化すると、２～３カ月で他の病院に転院させられている。その場合市外の施設がほとんどのように聞いている。行政として長期療養型施設を計画される
ようお願い致します。この事については、市にどうしてこの様な施設がないのか、多数の住民の方々から要望を聞いています。

13 民児協 幸 市民意識 高齢者 家族が海外生活のため、高齢者と家族の思いが一つにならないようです。（高齢者：帰国して欲しい、家族：日本に帰国しても就職に不安）

14 民児協 幸
多様化する
ニーズ

高齢者

〔サロン活動〕
　地区社協でサロン活動を年６回程度実施しているが、その趣旨はともかく、実情として多くの課題がある。
　第一に、役職（社協の役員やボランティア等）との関わりで参加している人を除くと、一般の参加者が少なく、しかも固定化していることである。講師を招いている関係で、ある程度
の人数を確保しようとして動員（参加協力）をかけるようなことはしてはいけないと思うが。
　第二は、地域が広く遠方からの参加を期待するのは安全面で問題があること。特に悪天候（寒さ、暑さ、風雨）の日への参加は高齢者にとって不安が増大する。
　第三は、仮に多数の参加者を期待しても適当な活動場所がないこと。
　第四に、主催社側の負担が大きいことである。
　結論として、労力に比して効果は薄いということ。行事主義に陥ることなく、個に応じた活動を重視することこそ弱者救済の実があがると思われる。
〔高齢者〕
　高齢者世帯の場合、庭の除草等、力仕事は大変だと思われる。業者に依頼すれば良いのかもしれないが、経済的負担がかかってくる。行政で何か良い施策はあるか。
〔その他〕
　民生委員を含め、地域の役員を決めるのに大変苦慮している。仕事量の精選が急務である。民生委員も殆どの方が高齢者であることを踏まえた活動内容にすべきである。

15 民児協 幸 制度の枠
高齢者、障
害者

【高齢者】　老夫婦だけの二人暮らしで、一人の方が車椅子生活なので、介護している方の具合が悪くなったときに心配です。
【障害者】　軽度の精神障害のある女性（２０代）が一人暮らしで仕事がありません。生活保護を受けていますが心配です。
【その他】　少し知的に劣っています５０代の男性の一人暮らしの方がいます。仕事もたまにしかなく心配です。

16 民児協 幸 担い手
高齢者、障
害者、子育
て

【高齢者】　高齢者からの相談に対し、地域包括支援センターに相談をすると、すぐに対応してもらえるので助かります。
【子育て】　地域に遊べる広場がないので、あれば自然環境の中での子育ての交流ができる場所になると思います。
【その他】　民生委員の仕事量がこれ以上増えると、次のやり手が見つからないので困ります。

17 民児協 十字
連携・活動
のあり方

高齢者

民生委員を引き受けて１１年４ヶ月、自分も年齢を重ねました。
７５歳だった高齢者も８６歳と、なかには介護を必要とする対象者。独居の人だと施設に入所することが現実です。まして家族が遠く離れている場合、住んでいた所は空家になり、雨
戸は閉めっぱなし、庭木はのび放題、防犯上や火災等が何時かは起きるのではと、側で通る時横目で見ながら心配しています。

18 民児協 十字
連携・活動
のあり方

高齢者

見まもりを続けてきた独居の高齢者がお亡くなりになると、また高齢者御夫妻のおひとりが入所されると、そこに「空屋」が発生します。
すると地区では防犯等さまざまな問題が生じますが、なによりも町に「元気」がなくなります。商店街もしかり。
このことの背景を議論するのはおそらく国政レベルになるのでしょうが、かつての小田原の中心に位置する私たちの地域としては、何とも寂しい限りです。

19 民児協 十字 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

＜高齢者＞
一人暮らしの高齢者（８５歳以上）が増えて来ていて、民生委員として重荷を感じています。特にむずかしい相談も少ないので、それぞれの人が、ケアが行き届いているようにも思え
るのですが、困った時は、市の高齢課や包括センターが、とても頼りになります。
＜その他＞
地域は広いのですが、安心して行けるような公園がないと思います。夏など、夕涼みなどをしながら、高齢者や子供達が、気楽に集まり楽しく過ごせるような場所があれば、私達民
生委員も、元気な、子供やお年寄りを見ることにより、見守りに繋げていけるように思います。

20 民児協 十字 担い手
高齢者、子
育て

① 公園について
近くには、城址公園がありますが、広すぎるし、観光地なので、気軽に使えません。
保健所跡地が、そのままにしてあります。一部分でも地域に開放して、老人、子供達に自由に使えるように考えてください。
② 自治会、民生委員などの役員が、仕事量が増えているし、高齢化の為、やり手がなかなかいなくて困っています。

21 民児協 十字
行政への要
望
限定せず

毎月１回位地区公民館にて相談等を行ってもらいたい。

22 民児協 足柄 市民意識 高齢者

担当地区(地域200世帯、マンション200世帯)を受け持っております。民生委員20年間引き受けておりますので、ほとんどの方と知り合いになっているおかげで自然に相談があり仕事
的には困っていません。ただマンションにお住まいの独居老人と信頼関係が出来るのに時間が何年もかかっています。→マンションにお住まいの方は特に孤立することを自ら好ん
でいますので、最後まで信頼関係を築けないまま、終わることも多々あります。
ケアタウン構想はまず行政と一緒になって地域が力を合わせ元気になることがこれからの福祉には一番良い方向→私も大賛成ですが、33区においては、それに気が付いている人
は少数でありその気力を他の孤立している人達に声かけして、これ以上仲間作りをすることに困惑します。
まず横文字の｢ケアタウン｣という言葉は一部の人にしか受け入れられず、60歳以上の人はその言葉を知ろうとする意欲さえ失っているように思います。
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№ 団体区分 団体名等 視点 分野 自由意見

３．ケアタウン構想や福祉に関することについて　

23 民児協 足柄 制度の枠
高齢者、障
害者

高齢者
老・老介護で心が挫けそうになる。年金生活でこの先不安である。国民年金だけの収入で、お先真っ暗だ。生保で独居で食費をけずり病院の通院のタクシー代が重圧だ。
障害者
本人が障害があると知ってもらいたい人の意見＝障害がある人なんだけど何げに分ってもらえるバッジＯＲワッペンがあったらどうか(拉致関係の人が付けているブルーバッジの様
なもの)と思う。
認知症でグループホーム入所の人
本人の年金でまかなえず家族の負担が大きすぎる。(孫にもオムツ代を出してもらっている。)

24 民児協 足柄 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

・ 大変申し訳ないのですが、(調査票記入にあたって、何度か読み返してみたのですが)ケアタウンという言葉がピンときません。
・ 主任児童委員として、学校や地域活動にかかわっていますが、保護者や地域の方々が、学校の活動によく参加していると思います。支え合いの仕組みができ始めたという事でしょ
うか？
・ 学校でも地域でも支える人、支えられる人の２極化が進んできているように思います。皆ができる事をやるのが大切だと思うのですが。

25 民児協 足柄
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

子供の不登校や子育ての悩みなどいろいろな問題点を、学校、子育て支援課、民生児童委員、子育てスタッフの皆さんと情報交換の場を開くことができればと思います。

26 民児協 足柄 市民意識 高齢者
核家族化が進み老夫婦所帯が増え→独居→死亡または施設に入所→持家が空家になる。身近に増え始め何か心配です。

27 民児協 足柄
災害時要援
護者

高齢者、障
害者

(高齢者)
集合住宅、老朽アパート(一戸建て)に入っている方が多く地震等災害の時の救出者が多く、不安である。
(障害者)
高齢者の多くが、一人住まい、老夫婦が多く地域の人達との協力連携を築くのが大変である。

28 民児協 足柄 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

・ 私の地域にマンションが増えて情報が取りにくい。
・ 独居高齢者のアパートを探すのが難しい。
・ 介護認定で認定されても、施設への入所が難しい。
・ 自治会の各種団体の役員をお願いにいっても引き受けてもらえない。人さがしに苦労している。

29 民児協 足柄 市民意識 限定せず 地域の連帯意識が希薄化していく中で、このような構想が考えられたと思いますが、文章が作られるだけでそれを機能させるのはむずかしいだろうなと思っております。

30 民児協 足柄 市民意識 限定せず よくわからない。

31 民児協 足柄
行政への要
望
限定せず

何か新しいものを始める事よりも、今の現状を充分に検討して、税金の無駄使いをやめてほしい。

32 民児協 足柄 市民意識 限定せず 特に無い。

33 民児協 芦子 制度の枠 高齢者

・火災報知器の義務化に先かけて高齢者のみの住宅、独居の方、早急に取りつけを促す様、行政から積極的働きかけを願う。
･自治会の組長当番について、高齢者のみの方は、だんだん組長が負担になっている。抜けたいが、村八分にされるのも・・・と心配される家庭もあり、地域で取り上げ、支えあえる
地域づくりを考えて欲しい。
・高齢者の方は、自由がきかなくなる為、ヘルパーを利用しているが、よく、不満を耳にする。規則だからの一言で、今日やって欲しい事がしてもらえない。掃除で来ているヘルパー
は決まったスペースだけの掃除、家の中はその時々の応じいろいろな事が出てきて、「草を少し取ってもらいたい。」「急な買い物が出来て行ってもらいたい。」等ある。対応してくれる
のがヘルパーだと思う。時間内なら高齢者の欲求に答えられるようなヘルパー派遣であって欲しい。
･老人会の中で地域見守りを支援する活動を積極的に勧めてもらいたい。高齢者の仲間として、気持ちがわかりあえると思うので、民生、自治会と協力願いたい。

34 民児協 芦子
連携・活動
のあり方

高齢者

・市議会だよりで知ったが、市では市内のゴミ集積場管理費を１世帯９５円自治会に支払っているとのことだが、地域の者は集積場の網が腐蝕すれば自分たちの組費で紐などを買
い補修しているし、又自治会役員とかが見まわりなど一度も無い。自治会に管理費を支払うなどとんでもない事、市民の税金を無駄遣いしている。
・公民館で良く見るが、市の広報とか、各家庭への配布物が纏めて大量にゴミ袋にいれられ廃棄されている（この数量も配布手数料の対象）、市は各自治会への配布物は自治会加
盟件数分の配布だと理解しているが、市がどのような管理をしているか理解できない。配布物の一軒あたりの年間経費など理解して仕事をしているのか。
・一人暮らし老人の昼食会を公民館で開催しているが、登録している団体には行政でボランティア行事用保険を掛けて頂けないか。理由は開催日が一定でないので、行政で団体一
括で契約、掛金は団体払いで年間払いとする。
･新たな支え合いの仕組み作りを言われているが、現在の社会福祉協議会の会長を連合自治会長が兼務している地区が市内で５地区ある、地域福祉活動での偏りが心配される
が、如何なものか？大勢に参加して頂いては
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35 民児協 芦子
多様化する
ニーズ

高齢者

１、一人暮らしの方が増えている。今は元気でいても年を加えるごとに体力が落ちその後の問題が多すぎる民生委員としては対応に困る。
２、今すんでいる所（アパート）を出てもらいたいと家主に言われ困っていると相談を受けた。市の法律相談所に行くよう進めた。
　　二人障害があり、一人は目が悪い。一人は精神障害がある方。

36 民児協 芦子 市民意識 高齢者
・私の担当地域に９３才のひとり暮しのおばあさんがいる。娘さんが市内に住んでいるが、親子の仲が悪くて、おばあさんが具合が悪いときでも見舞いに見えない。このままでいいの
かなと思う。（具合の悪い時には、本人や、近所の方が民生委員に連絡してくる。）

37 民児協 芦子
災害時要援
護者

高齢者

１、市で運営している災害放送設備があり、時々放送されているが、よく聞こえない。今般の山口県での水害でも生じているが、雨が降っている時などはほとんど聞こえない状態とな
る。・・・あてにならない。何か別の手段が必要である。
２、自治会が組織化されているが、自治会がもっと力をつけ災害時の対応、災害弱者への支援等にも力を入れて欲しい。行政と自治会が一体となって行動できる様に体制を作って
欲しい。
民生委員は一人暮らし、病弱者等個々の支援に力を入れたい。
民生委員、自治会も高齢化社会等の変化に対応した新しい姿になって欲しい。

38 民児協 芦子
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

主任児童委員として毎月２回子育てサロンを開催している。
遊びに来てくれる子供達は皆かわいくて孫の様ですが、毎回緊張し、終ればホットする。
サロンに参加するお母さんは皆さんしっかりと我子と向き合って大切に大事に生活している様に思う。自分たちの時代よりずっときびしく複雑な子育てを少しでも手助けができればと
思っている。しかし、色々な事情で外で明るく友達を作って遊べない子もいると思う。そういう人達にも手をさしのべられる様な場を提供できたらと思います。

39 民児協 芦子
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

・地域が一体となって取り組むという構想は賛成だが、いざ地域の人たちに声をかけても集まってくれない。たとえば世代間交流と銘うって呼びかけても集まりにくいのが現状だ。子
供会も人数が少なく、老人会も入会者を集めるのに大変だ。こうした小さな集団が集まって地域が一体化すると思うだが、その集団が今、できていないように思う。
･個人的だが、荻窪３９３字前沢の件だが、H、１８、７、２６旧競輪場の汚水抜けのために土地使用賃貸契約の書類交換したのだが、未だに工事が出来上がらない。５年間ということ
だが、昨年今年と何も工事がない。工事期間は記されていないが、近隣の方々からなぜ通してくれないのかと苦情を言われて困っている。早く工事をしてほしいと思う。

40 民児協 芦子
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

（子育て）・核家族化で、なかなか先輩の方たちと接する機会がない子供達と独居老人たちとのふれあいの場が出来た事はお互い良かったのでは、と思う。（子育て支援　メダカッコ
の活動）
　　　　　　･遊び場はあるのに子供たちがあまり遊んでいない。建物で隠れてしまい、ちょっと心配という声も聞きく。（荻窪公民館）
　　　　　　・全国的に産婦人科の減少。小田原でも例外ではないと思う。
（メダカッコの活動）･先日保健士が訪問してくれた。年に数回来て頂けるとありがたい。（オムツはずしの事で相談したらしいが、次の日からとれたと不思議がっていた）何も変わった
事をしていないが、親の気持ちが楽になったようだ。

41 民児協 芦子
多様化する
ニーズ

障害者

・障害者に関して、過日、足の指を骨折して歩く事ができないという方から車イス」を貸してもらえないかと相談を受けた。以前、無料で借りた方がいられた様で包括センターに話した
所「市役所の方に相談してみて下さい」という事だった。
･この様な場合行政の方としては、どのように対応するのでしょうか？（以前民生委員に相談したら借りられたとの事でしたが・・・）
・目が不自由で１人暮らしの方が（かなり悪いようです）いられるが病院をすすめてもお金がかかるからと言って、なかなか行かれる様子がありません。包括センターにも相談していろ
いろやってはみたのですがなかなか本人が動いてくれません。買い物などは時々、一緒に入って上げたりもしていますが病院にかからないと障害者としても手続きができないと言っ
てもなるべく自立してやっていたいからと言う。何か良い方法はないか。
･朝のあいさつ運動で子供たちから「おはようございます！」とあいさつが出るようになってきました。毎月１日、やっていない所もあるようなので広げてみてはいかがでしょうか？元気
なあいさつは気持ちのよいものですね。

42 民児協 芦子
連携・活動
のあり方

限定せず

・災害が発生した時、自力での避難や移動が困難な人達にどのように連絡、誘導するか具体的な万策を考えていかなければと思っています。
又、日頃から近隣の人達がお互いに助け合おうと見守り活動やネットワーク活動が大切だと思います。
民生委員として、近隣の協力体制をどのように作っていくか自治会等と話し合っていきたいと思っています。
「向う三軒両隣」な小さなネットワークづくりからはじめていきたいと思います。
･人と人とのつながりの大切さを自然に感じる子育てサロン、高齢者サロン等への活動参加を進め、自分から自発的に地域とかかわりを持つ意識、楽しさを感じとってほしいと思いま
す。その力が大きくなり「地域力」になると思っています。
・自治会の組長会等に出席し、組内の高齢者、児童の様子等、心配な様子がみられた時は、連絡をいただけるようお願いしております。

43 民児協 二川
災害時要援
護者

限定せず

・「お達者チェック」「災害弱者」「敬老会」など、目的別の名簿が配布される都度、データの違いを訂正し申請し直す必要があります。対象になっている方々を一つのデータベースで
一括管理することはできないのでしょうか。「全体を見渡せる人」「各部門専門の人」と機能的に利用できると思います。
・「災害弱者マップ」の活用法を具体的に考えること。寝たきりの家族を持つご老人から相談を受けたことがあります。（早急に考える必要を感じます）

44 民児協 二川
連携・活動
のあり方

高齢者
高齢の親の介護を、高齢になりつつ子供がみている現状が地域でもみられる。介護している方のケア、息抜きを考えないと、一家で破滅してしまいそう・・・

45 民児協 二川
連携・活動
のあり方

高齢者

地域包括支援センターが設立されたのですぐに相談にのって下さり、少し責任が軽くなったような気がします。
私の地域でも高齢独居世帯がだんだんと増え回覧などで、包括センターの事が書いてあるのですが、よくわかっていない人の方が多い様です。
地区の老人会やサロン会などで、センターの方に来ていただき、わかりやすく説明していただけたらもっと身近に感じられるようになると思います。
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46 民児協 二川
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

〈高齢者〉独居の比率が高く、その人間関係の交流が少なくなっている。独居は仕方がないにしても孤立することが気になる。
（障害児・者）地域のある障害者作業所ができた。地域とのなめらかな交流を考えたいが・・・
（子育て）地域の中で遊んでいる子をあまりみかけない。学校、塾（クラブ）、家が居場所で『地域』がはずされている現実がある。子供も忙しく『地域』の活動を組み入れるスキ間がな
い。

47 民児協 二川
災害時要援
護者

限定せず
災害弱者マップ等を作成し、民生委員が見守りをしているが、災害があった場合には民生委員だけでは対応出来ない。
自治会や他団体と共同し、弱者に対して何人かが対応出来る体制にしてはどうか

48 民児協 東富水 制度の枠 高齢者
　高齢者を娘一人でみている場合、仕事も長時間できないので市営住宅に入居したいが、地方からの移住者なので保証人になってくれる人がいないため、申し込むこともできないと
嘆いている家族がいる。家賃を払うだけで精一杯の家庭に対してもっと対応を検討していただきたい。

49 民児協 東富水
多様化する
ニーズ

高齢者

・民生委員には何でも相談できると思い、対応に苦慮している。
・包括支援センターを高齢者の要請事項に対するつなぎのため多く利用しているが、地域も広く、管理する人も増加している実態から、包括支援センターの要員を充実して欲しい。

50 民児協 東富水
行政への要
望

高齢者

・独居男性の件について
　市役所や包括センターに再三相談又はお願いをして参りました。結果的には良い方向に行っており、ありがたく思っていますが、市や包括の人達は民生に調査やいろいろの件で
立ち会いを要求する一方で、その後の結果報告が一切無く不満を感じました。本人に聞いても認知症のため状況は把握できませんでした。市等に電話をしても「結果が出ない。調査
中」と事務的な返事ばかりでした。支援センターや食事を持ってきてくださる方々にお会いする機会がありましたのでお伺いすることが出来、安心いたしました。
　市やセンターの方にお願いいたします。決定した時点で報告をお願いいたします。

51 民児協 東富水
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者

・包括センターはおもに高齢者しか受けいれて（相談）もらえないのか。精神障害者等の相談出来ないのか。相談の人員少ないのではないか。
・マンション等の訪問が大変
・高齢化が進み介護等の負担が重い。介護者の声を聞き援助して欲しい。
・災害の時その他自治会単位で物資などが来るが、自治会に入っていない人はどうなるのか。自治会と民生委員がもっと連絡を密にした方がよい。会議などに参加させてもらいた
い。

52 民児協 東富水 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

【高齢者】　要介護の有無を問わず、独居高齢者が集団で生活できる施設の不足を感じている。
【障害者】　障害者の中でも、特に精神障害者について民生委員が接するケースは非常に少ない。情報が届かず、自殺の危険性がある精神障害者も社会に放置されている状態で
はなかろうか。
【子育て】　問題のある親が教育に不熱心な教師に育てられているケースがある。子供は家庭と学校で教育されていくのであるが、問題児等は欠陥親と欠陥教師から切り離し、別の
空間で教育しないといけないのでは・・と思う。例えば、禅寺などで人生の修行をさせるような方法は実現不可能なのか。
【その他】　次代を背負っていく若い人達が想像以上に苦しんでいる姿が見えてきた。「潜在的弱者」を救済するようなケアタウン構想を考えて欲しい。

53 民児協 東富水
相談・交流
の場

障害者

　学校の中でも軽度発達障害を疑われる子供が増えているように思われる。小田原市では酒匂小学校内に対応できる教室が設置されており、その点は良いと思う。しかし、もっと気
軽に相談できる場が必要なのではないかと思う。スクールカウンセラーや、子ども相談室（ホットカフェ）などもっと地域に知ってもらい、まず気軽に相談に行けるようにして欲しい。

54 民児協 東富水
相談・交流
の場

限定せず
地域で高齢者、子育て支援、その他活動することは多々ありますが、場所に苦労します。公民館を使用するにしても、無料又は料金を安く使用させていただくところが多い中、使用
料が高額のところもあり、福祉に対する理解の無さに、残念に思っております。

55 民児協 富水 制度の枠 高齢者

・介護認定の出ている高齢者は、いろいろな形で施設利用、在宅ケアなど援助されているが、認定の出ていない方でも不自由な思いをしている方もあり、それらの方々に手をさしの
べたいと思う。
・地域包括が将来的に一学区一箇所と聞いたが、何か目安のあってのことなのか。多すぎるのでは？場所・職員などの確保はできるのか
・生活保護以下の収入で頑張っている方にも不公平感がありませんように。
・３月４日に尊徳記念館でケアタウン構想の研修があったが、市側の白紙のような状態のように感じたが、もっとたたき台を作って示してほしかった。識者による委員会も発足したよう
ですが、市民の声も公募し意見を参考にされるといかがでしょうか。隠れた意見もあると思います。期待しております。

56 民児協 富水
災害時要援
護者

高齢者、障
害者

〈高齢者〉大半が一人住まい、老夫婦だけの二人暮らしなので、災害時などは不安である。
〈障害者〉自力で生活をしているように感じられるが、一人一人助け合っている。しかし、高齢化に伴い不自由が多くなるのではと思う。
〈その他〉自治会など高齢化しているので、若い世帯が入居してくれるとよいと思う。

57 民児協 富水 制度の枠
高齢者、障
害者

・障害者・要介護者の増加に対応した居宅介護、施設介護等の体制作りは十分なのか心配（施設受入数、介護有資格者数等）
・ゆっくり散歩したり、木陰でくつろいだり、子供達が走りまわったりできるような公園が身近なところにない。地域ごとにあることが望ましい。
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58 民児協 富水 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

〈高齢者〉　高齢者が家族と同居している場合や夫婦とも普通の生活ができる人は安心であるが、一人暮らしの独居老人で息子が　働いていて一人で生活している場合、遠い場所
にすんでいる人のところに災害時になにかあったらいけないので近所の人に依頼するしかない。
〈障害者〉　地域に障害者の人がどこにいるかわからない。わかっていてもそこの中に踏み込めないのが事実です。
〈子育て〉　自分の家庭に孫が同居していればよく分かるが、近所にどのくらいの子供がいるのかわからないのが現実です。今住んでいるところが行き止まりの道路なので近所の子
供が道路で遊んでいるので車の運行に支障になることが多い。子供の遊ぶ場所を作ってやりたい。
〈その他〉 行政のやり方が民生委員や自治会に責任を押しつけてくるやり方に見えてきているので、ケアタウン構想に対してももっと上の方が検討してもらいたい。

59 民児協 富水
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

〈高齢者〉　近所の人たちの協力があると良い。
〈障害者〉　障害者の人は対応を早くしていただきたい。まわりの人達にもわかるようにしておいた方がよい。
〈子育て〉　親と子供が集まって話し合いをしても良いが、親の話に夢中になって子供のことを見ない人が多いように思う。
〈その他〉  やることがいっぱいあるので、市でできることはやってなるべく少なくなるようにするとか、大変だということが広がるとなかなかやる人も少なくなるようです。

60 民児協 富水
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

・子育て支援や老人クラブの健康サロンなど出席者は毎年同じ顔ぶれで、なかなか引きこもっている老人や若い母親などが出て来づらい。もっと上手なＰＲを考えて。（開催する場所
までの足がない場合なども車を出したり）
・まだ民生委員になって日が浅いので何が不都合で不便なのか、何か問題点はないか、なかなか思いつきません。もっといろいろ経験を積んでいくうちに見えてくるものがあると思い
ます。

61 民児協 富水
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

主任児童員として子育て支援サロンを担当しています。この活動をしていく上で城北タウンセンターいずみを利用していますが、城北タウンセンターいずみの受付窓口や市の支所の
方々にご協力をいただいたりお願いをしたりしている中で、人によって対応が全く違うので困ることがあります。「民児協の協力により作られている子育て支援の会です」と言ってもう
さん臭そうに「それは何をやっている団体か？」とか「実体は何なのだ？」と聞かれたこともあります。また逆に本当に親切にしてくださる方も多いのですが、同じ職場で共通の理解を
もっていただけるとありがたいと思います。とはいえ本当にお世話になっていると、感謝の気持ちで一杯です。

62 民児協 富水 担い手
高齢者、障
害者、子育
て

　主任児童委員としての活動で、若いお母さん方に接することが多いのですが、最近感じることの一つ。いろいろなサービスを受けることを自分達の権利としてしっかり主張するので
すが・・・・。
　コミュニティが成り立っていくために、行政のほかに私達のような市民の活動（ボランティア）が必要だということをお母さん方やそのお子さんに理解していただけると。
　次代の担い手が生まれる活動、また広報が必要だと思います。

63 民児協 富水 制度の枠 子育て
働きたいという意志はあるが、預けるところがないということで仕事ができないお母さんが多い。しかしその反面、閉園をする保育所があるなどという矛盾がある。また、祖父母と同居
という理由で、現実的にはめんどうみてもらえないのに入園が拒否された人もいる。

64 民児協 富水 担い手 障害者

〈障害者〉　一人で居住している方ですが、週１回のヘルパーさん、昼間は施設等に出かけていますが夜間が心配です。娘の連絡先はわかりますが非常に無関心である。
〈その他〉　自治会、老人会、民生委員等のなり手が少ない。（祭り、盆踊り、体育祭等地域行事に参加する意志が少ない）
　　　　　　　日赤、社協募金等に関して積極性ある態度が少ない。
　　　　　　　地域における対話の時間をどのように持てばよいのか困っている。

65 民児協 富水 市民意識 限定せず

どのような街を作るかという総合的機関が必要である。
地域の環境を整えることによりかなり良い街作りができたであろうが、先に入居が進んで後から環境を整える状態では既に手遅れである。
全ての問題は良質な家庭が一軒でも増えるような活動をすることが重要である。

66 民児協 富水
連携・活動
のあり方

限定せず

①自治会の組長会が年４回月末の土曜日ということで募金の伝達ができず、回覧用紙と一緒に領収書の記入に仕方を添えているが、何より時間を使う作業になってしまう。自治会
の組織の統一化はできないか。例えば、役職名と内容、組長会の催し方
②民児協の年度を市の年度と同じにしてほしい。１１月では中途半端なので他と合わない。
③民児協としての役が自治会で生かされない。家族がいる老人はどのような生活をしているかわからない（日中ひとりになっているとか）

67 民児協 富水
行政への要
望
限定せず

　本来、行政がすべき事柄をなんでも民生委員児童委員といわず地域に押しつけている印象を受ける。
　地域の者なら大体把握していると考えているようだが、賃貸住宅にお住まいの方などは、最近では委託管理している関係で所有者さえも居住者の指名はおろか勤務先など不明で
あるのが一般的であり、地域役員には皆目わからないのが現状である。
　そうした中で、市や各種団体からいろいろな調査が押しつけがましく依頼してくる。
　住民登録を管理している行政が、やれるものが結構あると感じる。
　それでも地域役員がなんとか把握をといわれても、住民登録を管理している行政が個人情報の保護の観点からと言わずに、地域に情報の開示を行わなければ、地域の役員に把
握しろと言っても限界があるというより不可能である。
　最近では、地域のことは地域にといった風潮があるが、これでは地域に行政のミニ役所の組織が必要になる。組織が二重、三重となってしまう。
　行政がやるべきである。国、県、市町村とある中で、県の役割が今一つと思われてならないが、これでは市町村も同じようになると思えてならない。市民の意見を聞くというが、本来
我々の代弁者は議員であるはず。あまりにも首長の受け狙いではないのか。
　こうしたことが続くとボランティア精神で勤めている地域役員のなり手がいなくなる。
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68 民児協 富水
連携・活動
のあり方

限定せず

・各種団体の高齢化が進み、何年も同じ人なので改革が進みにくくなっている傾向にあるようです。新しい意見も取り込みたいのですが思うようにいきません。
・障害者の家族との顔合わせをしたいと考えますが、理解を与えられないので残念に思います。「個人情報」という壁があるのでしょうか。
・近所同士のコミュニケーションが近年あまりありません。昔からの人たちはそれなりにあるのですが、新しく居住する方の顔合わせも無く困っています。

69 民児協 富水 担い手 限定せず

・変化をもたらす事はリスクも受ける。だから人は変化をさせず今までどおりの活動をし、そのまま次へと送る。改革するのは避ける、根本だと思う。一人でやろうとすると力尽きる。協
力者を探しても見つからない。どうしたら楽しい生き生きとした町づくりができるのか、元気な人達に集まってもらい力を貸してほしい。元気な人達が少ないのが現実だが。
・形だけ、とりあえずの講演会や集会・委員会が多いと思う。
・民生委員、６年・１５年表彰は必要でしょうか？特別に功績を上げた人にさしあげて無駄な予算を見直してください。見直しです！

70 民児協 富水 市民意識 限定せず

　ケアタウン構想については、恥ずかしいことですがまったく理解しておりません。何をどう考えてよいか分かりません。
　福祉に関しては、民生委員として仕事が多すぎて行き詰まることがあり、どこまでが民生の仕事なのか判断に迷い、困ることがあります。その都度民協会長に相談し対処していま
すが、これで良いのかと自問自答する毎日です。私自身が回りに迷惑をかけないようにしなければなりません。
　民生委員の受持区域について：担当区域の軒数が多いのは気になりませんが、一部アパート、マンション等住んでいる方のことが全くわかっていません。大きな災害でもあったら
どうなるんだろうと不安があります。また当地域には県営住宅（４９世帯）があり、区割りを見直していただきたいと思います。（県住で１名増員が希望）

71 民児協 富水 担い手 限定せず

　少子高齢化が急速に進んでいる現況は高齢者が急激的に増加している。独居老人、障害を持つ老人、生活困窮な老人等今後は益々増える。それらに対応していく民生委員は相
当の知識と体力が要求される。しかし若手はなかなか受け手がいない。その上選任要領に「人格見識高く、広く社会の実情に通じ、社会福祉の増進に熱意のある者」と記している。
地域社会でそのような人材を探すのは至難の業である。新しい選任方法を検討して欲しい。

72 民児協 富水 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

〈高齢者〉
　家族介護の負担の軽減の為介護保険制度の導入がありましたが、現在も老々介護等制度導入以前と状況は変わらないと思います。介護保険制度の基本的なことから見直し、受
ける人が安心して利用でき、サービスを提供する事業者、従事する人々の生活が成り立っていく制度に見直されることを望みます。
　敬老行事の一人１,５００円の委託料は早急に廃止すべきと思います。
　今後、高齢者のみや一人暮らし高齢者世帯は増加するものと考えられ、民生委員としても今後の状況の把握や対応について苦慮しています。
〈子育て支援〉
　子育て支援スタッフ、必要でしょうか？一考をお願いします。孤立している母親を救う為に地域担当民生委員の新生児訪問を設けては良いのではと思います。
〈学校給食〉
　給食費を納めない親が多いと聞きます。一定期間お弁当を持ってくる日を決めたら、休職の有難さが理解できると思います。
〈放課後児童クラブ〉
　夏休み等長期の休みの間は独り親家庭に限り子供の受け入れを考えても良いのではと思います。

73 民児協 久野 制度の枠 高齢者

高齢者
緑内障で目がよく見えないという一人暮らしの方、親戚に頼れないようで、何かあるとＴＥＬがかかってくる。特に手紙の字が読めないようだ。包括支援センターには相談したが、だん
だん読みにくくなっているようだ。他は何とか自力でできるようだが、手紙がくると内容がわからず不安になるようだ。何かその必要なポイントだけ支援してくれる方法がないものだろ
うか。（介護認定では要支援）がでたが、本人の欲しいサービスと内容が違うようで、利用しないでいる。役所からの手紙はもう少し大きい字でお願いします。
自治会の区分け
自治会の区分けが入り組んでおり、家を探すときに迷う。もう少しはっきりした線引きができると尚、良いと思うのだが…。

74 民児協 久野 制度の枠 高齢者

少しアルツハイマーの独居老女の、別居している息子の嫁が、休日たまたま顔を出したら、ケアマネージャーかヘルパーに「家族のいる時はたのまないでほしい！」ときつく言われた
らしい。たまたまこれることになり、その方に日頃の老女のことで聞きたいこともあったのに、いくら規則だからといってひどいと思う。ケアマネージャーに対して、それ以来苦手になり
信頼ができなくなってしまった。その相談に対して民生委員の私たちも含めて、それに関わる人々は、ケアする方はもちろんその家族の方とも“人と人、心と心”の部分も大切にしな
がらやらなければ、と感じました。
是非対象の皆様に考えていただきたい。そういう時はどうするべきかを。

75 民児協 久野
行政への要
望

高齢者

１・高齢者の一人暮らしや、老人介護が日増しに増え、そういう人達に限って肉親が遠方という家庭が多い。ガス、水道、電気等の機器のちょっとした取替え、修理に業者依頼する
と、出張料、技術料名目ですぐ１０，０００円相当取られる。市で地域ごとに推奨店を指定し、低料金で対応するようなシステムを作ってほしい。
２． 家庭で介護されてる寝たきりの人達の把握がむずかしく、市が行っているサービスが行き届かない人がいる。改善出来ないか。

76 民児協 久野 制度の枠 高齢者

（高齢者）
・ 週に１、２度のデイサービス、夜中には家族が居ても会話のない時間を過ごしている方から電話をいただくことが多い。話の内容はやはり一人で居る時間の不安、高齢になる程
に、沢山の不安を抱える。民生委員は独居老人宅にも足を運ぶが、日中の独居老人宅へは、なかなか足が向いて行かないのが現実のようです。全ての高齢者が日々を安心、安全
に暮らせる為の方法、型はないのか？個人としては、不安を抱える方への声かけや訪問はしています。
・ ＤＶ法が出来てから８年、ＤＶは表面化してきていますが、「ＤＶ」の認識不足、勉強不足からか、ＤＶ被害者に向けられる二次被害がとても多く感じられます。行政に相談に行っても
冷たい言葉をかけられたり、とりあってもらえなかったりと、とても心を痛めます。行政におけるＤＶ専門者のスキルアップはもちろんですが、ＤＶとは何かをしっかりと学んで欲しいと
思います。今ではＤＶも低年齢化しているのが現実です。将来のＤＶ加害者、被害者をつくらないためにも、働きかけが必要と考えます。
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77 民児協 久野 制度の枠
高齢者、障
害者

高齢者
足、腰が弱ってくると、外出せず、引きこもりがちになり、精神的に不安定になる。又、土曜、日曜は包括支援センターや役所も休みで、民生委員独自の判断で行動する事になる。
障害者
弱者のリストに掲載された方を、実際の地震が起きた場合、広範囲で確認できるか否か心配。同居の方が高齢だと尚の事、避難も困難になる。

78 民児協 久野 市民意識
高齢者、障
害者

〔障害者〕
重度障害者の家族の苦労は大変です。市の対応で重度といっても、そのちょっと手前の方と、本当に何も出来ない、かろうじて目の動きだけで最近喜びや怒りがわかるようになった
人との差はありますか？
〔高齢者〕
家族が居ても昼間は老夫婦だけ、今は近所づきあいもある程度あるから良いのですが、これから先、隣は何をする人ぞ、という風な人が増えてきたら先行き心配です。

79 民児協 久野
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

「高齢者」　　台風シーズンになると山王川の水位が気になる所に独り暮らし高齢者２名。家の中に居るのが安心だから、勝手に外に出ないようにと、お話をしてありますが、以前に
川が氾濫した所で、御主人が元気で居られる時は避難したとか。とても不安そうです。
「障害者」　　今は良い時代に、メガネの人も居て、白人、黒人も気にしないで。障害者も不自由だと思いますが、それぞれに頑張って素晴らしい能力を持つ人もいます。助けてほしい
時は、自分からサインを出します。今の方々はとても良く理解してくれて、ありがたいとか。障害のある方や、その家族があって、人に優しく成るような気もして、障害者と教育場所が
別で。交わってこそ教育だと思いますが残念です。障害者と慣れる、接することがないので戸惑ってしまう。優しさを大切にするなら、高齢も施設に入らないで、宝の頭で、子供と、接
した生活が出来たら良いですね。
「子育て」　　今の専売局の跡地に子育て支援のための（多目的広場）遊び場広場に。市役所の側で、病院にも近い、何より緑が多い所。桜の木を植え、花見が出来、花壇（四季の
草花）を子供や高齢者に植えてもらう。ベンチやテーブルがある場所を作ってほしい。遠くの人達のために、駐車場とワンパクランドも良いですが、元気のない人も集える所。子育て
は、誰だって環境の良い所と思います。遊具はいらない。子供と親が一緒になって遊べる所、高齢者も仲間で話が出来るのが理想です。
「その他」　　時間がかかることですが、小さい時から「手伝う」ことをさせるしつけがほしい。昔は皆、どこの家でもやっていたこと。今は親がさせないので、自分のためにならない事は
しない。仕事を持つ人でもその気になれば出来ると思いますが、元にないので仕事に逃げてしまう。
年寄りも居て、親も子も心が豊かになるのに、そのことを親が気づいてこなければ、自分勝手、うつ病など増えるような気がします。見かけばかりで心が育っていないような。うまく書
けません。すいません。好き勝手に書いてしまいました。

80 民児協 久野 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

１． 幼児の時から躾け不充分(鍵っ子、現金（かね）を与える)
２． 核家族化の進展が早すぎる(親の恩を知らずに離れる)
３． 身内は云うに及ばず近隣との助け合い不足
４． 生活水準の高望み。一度、生活レベルを上げると下げる事が出来なくなり、共稼ぎ及び少子化
以上の事から、福祉向上はほどほどにすべき。(福祉向上は人々を堕落させる反面がある)
※ 旧制の小・中・女学校時代の道徳教育(修身)を現代風に変えて一般教育過程内にもっと取り入れ、科目の充実を図るべきであると思う。

81 民児協 久野
行政への要
望

高齢者、障
害者、子育
て

子育て
和留沢地区は通学、通園に、バス停まで山道で距離も遠く、とても危険なため、現況では親が車で送り迎えをしている状態です。親によっては、子供の通学、通園に合わせて職務に
ついているようです。何か子育て家庭に援助の手段はないものか。
高齢者
老人家庭の買物も大変です。タクシーを利用するにもお金がかかるし、山道は大変です。介護タクシー等を利用するにも援助がほしいです。市町村によっては、子供の通学、高齢者
の交通機関の補助金を出してる役所もあるそうです。

82 民児協 久野 制度の枠 障害者
障害者に対する包括支援センターがあれば良いと思います。（高齢者に関してはセンターの有効性には大きなものがあります）

83 民児協 久野 市民意識 障害者

障害者を持った家族がまわりの人達にしられたくないと考えている家族が意外と多い。個人情報保護法のため民生委員児童委員としては、対応できるが、地域の方々に相談する事
が出来ません。その為地域の人達がケアに立ち会いたいと思っていても入っていく事は出来ません。ケアが地域にまだまだ開かれているとは思えません。地域に根ざされたケアタ
ウン構想が必要だと思います。
自治会に入っていない人が多い。ゴミ出しの問題や、特に災害の時等、パニックになると思う。引越しをし住民登録に来た際、行政から必ず自治会に入る事を義務付ける事は出来な
いのでしょうか。

84 民児協 久野
連携・活動
のあり方

限定せず

・ 市の行政の中で福祉に関する支出がとても高額に思えますが、その具体的使い道については不明な点が多いように感じます。支払いについてきちんと把握したらもっと削ることが
できるのではないでしょうか。
・ 行政、地域が一体となって支える仕組みが重要でありますが、現状ではそこが希薄です。何らかの具体的方法はあるのでしょうか。
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85 民児協 久野 市民意識 限定せず

○ 地域内に市営住宅があります。
・ もう少し入居者の年齢を考慮し、若い方と年齢のバランスを取ってほしいです。
・ たとえば、高齢者同士が向かい合わせにならないようにしてほしいです。
・ 表札をかけるのはあたりまえのこととしたらどうでしょうか。
○ 自治会参加を是非勧めてほしいです。

86 民児協 大窪
多様化する
ニーズ

高齢者

高齢者が生活する上でささいな困ったことが起きたときに、身近なことに動いてくれるボランティアがあったらと思います。例えば電球換えのように高い所の作業など業者さんよりも安
価でお願いできるもの。シルバー人材のボランティア版みたいのが出来たらいいな・・・。
”地域住民密着行政”しかし箱物が出来ればいかめしい顔が並ぶ姿を想像してしまいます。自治会長とは別にリーダーがいると良いと思います。
自治会主催の行事にも参加者は役員に当たった人ばかり。一般の人が関心を持ってもらえるように働きかけることも必要。

87 民児協 大窪
災害時要援
護者

高齢者

高齢独居者は何かあった時（災害や病気）に誰がかけつけてもわかるよう表を作成し、電話など目立つ所に常備する。
表の内容
・連絡先（優先順位ごと）
・かかりつけ医院・医師
・飲んでいる薬
・治療中の病名
などです。
表の内容は市全体で統一し、救急隊、警察、自治会長、民生委員など、誰がみても分かるようにしておく。

88 民児協 大窪 制度の枠
高齢者、障
害者

◎以前、認知症の独居老人に関わったことがあります。認知症の進み具合はばらつきがあり、支える方策がいつまでも決まらず、やきもきしました。親戚、ケアマネジャー、包括支援
センター、それから近所の人達の代弁者として、私が相談しながら進めていきました。が、親戚の人が時には感情的になることもありました。大事にいたらず入所できて安心しまし
た。認知症の程度を理解するには頻繁に訪問し、近所の人の声に耳をかたむけることが大切だと思います。大変時間がかかることですが、そのようなシステムをつくっていただきた
いと思います。
◎担当地区内に生まれながらの障害児を持つご家庭があります。病院で、地域の支援活動等を教示してもらっているとばかり思っていましたが、何も知らないということでした。遠慮
が先にたって 遠くで眺めていたことを後悔しています。

89 民児協 大窪
災害時要援
護者

高齢者、障
害者

独居老人・障害者を災害弱者として登録しているが、本当に災害が起きた時、どう機能させていくのか私たち自身がどうなってしまっているのかもわからないのに、他の人たちまで助
けられるのか自信がない。

90 民児協 大窪
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

【障害】
風祭公民館がバリアフリー化していないので、足の具合の悪い人が利用する時不便である。
【高齢】
高齢者が多い所で坂も多く、今は近所同士助け合っているが、今後、ごみ出しなど日常生活に問題が出る事が予想される。
【子育て】
風祭には子供がおもいきり遊べる公園が無いので、他人の敷地で遊んだり、問題になっている。環境の良い子供の遊び場を望む。小中学校、電車利用の通学路なので、子供の多
い人には、小一から中三までの定期代が負担である。

91 民児協 大窪
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

◎障害児のいるご家庭に助成金がでることを知らない家庭が多い。市では把握しているはずなので、確実に伝てあげていただきたい。（少しでも金銭負担の軽減を）
◎引っ越し・別の市町村での出産の方にお母さんが孤独等にならぬように無料育児サークルのお知らせ等（口頭・チラシ）をしていただきたい。

92 民児協 大窪
相談・交流
の場

限定せず

近所のお年寄り（９０歳ぐらい）話し相手を求めて、車を押して、散歩かたがた、何人かで木陰を利用して毎日の様に話しをしています。寒い日、暑い日につけ、手頃な場所があれば
どんなに良いかと思われます。私の家の近くに一戸建ての空き家が２軒あり、大屋さんに一度お借り出来ないかと交渉した事もありましたが、あまり良い返事は頂けなかった。この
様な時に市の方で金銭面の交渉等から入って頂けたら、相手の方も動いてくれる様な気がします。空き家は老朽化も早いので、人の出入りによって風も入り、植木の手入れ等も民
生委員やボランティア等でお手伝いが出来ると思います。早急な課題として是非実行して頂きたいです。地域の公民館は使用する方が多く、階段が急でお年寄りにはとても利用は
出来ません。

93 民児協 大窪
行政への要
望
限定せず

・「ケアタウン構想」　今までも行政、地域の各団体が連携を取って、弱者を社会的に支援するというしくみになっていたと思います。あえて「ケアタウン構想」と命名するならば、市民
にもっとわかりやすく、具体的、個別的な内容の説明が必要なのではないでしょうか
・民生委員に全て委せて集まった結果だけをまとめるという事ではなくて、行政の方は上半期・下半期に各一回ずつでも良いと思いますから、問題点の実体を目で見て、肌で感じて
いただきたいです。民生委員の職務を適切に遂行しているにもかかわらず、有事の時に職務を越えた活動をすべきではないのかと・・・・・メディアが取り上げ非難されることが見受け
られたりすると非常に重たく感じ、正直民生委員の仕事が怖くなることがあります。

94 民児協 大窪
災害時要援
護者

限定せず
防災放送が聞けない地域があります。災害時に困ります。小田原市全域でなくても、もう少しスピーカーを増やしてもらいたい。以前相談しましたら、調査をしてくれましたが、予算が
ないとの事でした。
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95 民児協 大窪
連携・活動
のあり方

限定せず

少子高齢化が進んでいくなか、国、県市とも財政がひっ迫している状況で多くのことを住民が行政に期待する・・・出来なくなるのではと危惧する。しかし昔のとなり組のような連携は
望めないと思う。万引や詐欺などが増え、他人を信じることが難しくなって来ているから。当地区は自治会組織が今の所崩壊していないので、役員は大変だが、諸行事を通して顔見
知りになり、協力しあって行けたらと願う。住民の半分をアパート入居者が占めるようになり、又、役員も高齢化し、なり手が困難になった時どのようにするか課題である。災害時に備
え住民が自治会役員とどう協力していけるのか常日頃から心しなければならないことである。福祉に関しては包括支援センター（第一）が出来て、力になって下さり、本当に助かって
います。

96 民児協 大窪 担い手 限定せず

・地区自治会に於ける民生委員の役割とは？
毎回自治会定例会に出席しているが、今ひとつ立場が明確でないように思われる。
・自治会の行事について
その年の役員及び組長になった人は参加するけれど、役が終わってしまうと参加しない場合が少なからずある。役が終わってしまうとやれやれといった感があり、どのようにすれば
皆が楽しく参加出来るようになるのか、大きな課題である。ある講演の折、声がけをしたら多くの方が参加されたことがある。本来は自分の意志で参加して下さればいいのですが、こ
れは、自分への反省も含めて今後の課題とします。

97 民児協 大窪
連携・活動
のあり方

限定せず
行政、事業者、地域が一体となって支える仕組みが「ケアタウン構想」にはありますが、それにはお互いの情報の交換、行政からの伝達がとても必要になってくると思います。更に言
えば、行政の部署間での連絡をもっと密にしていただきたいです。

98 民児協
山王網一
色
制度の枠 高齢者

高齢者を見まもる事、全部手を出すのではなく、出来る事はやってもらう様にしないと、認知症がふえてしまうのではないか？
なにもさせない事が親孝行ではないかと思います。広い意味で教育が大事だと感じます。若い時に覚えた事は、忘れませんが、年を取ってからの知識は身につきません。
印刷物の字体があまり小さいと読みにくいです。

99 民児協
山王網一
色

担い手 高齢者
・子供のいない高齢者の独居の方は、病気になったときのことを一番心配しているようです。
・小さな自治会で役員のなり手がありません。

100 民児協
山王網一
色
相談・交流
の場

高齢者、子
育て

子供がフラッと立ち寄れるような児童館のような遊べる場、学べる場を各地域に設置できたらどうか。
ひとり親等で日中子どもだけでの家庭の子どもの孤独を防止すると共に核家族で高齢者との交流のために、年をくぎらず子どもから高齢者まで気軽に「こんにちは」「何しているんで
すか？」などという会話がはずむ場があったらいいのではないか？

101 民児協
山王網一
色

担い手
高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕　老夫婦、一人暮らしの人の災害時に不安。
〔障害者〕　障害者の接触が難しい。
〔子供会〕　子供が少なく、親も働いているので役員のなり手がいなくなり、子供会がなくなってしまった。
〔その他〕　・防災組織が形だけで、災害があったとき動ける組織が必要。
　　　　　　　・地区の各役員の受け手がいなくなっている。したがって兼務が多い。

102 民児協
山王網一
色
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕
　自治会未入会世帯の高齢者の対応が充分に出来ない。
　（７５歳以上はお達者チェック、敬老会名簿等である程度把握出来るが、それ以外の居住者の動向判らず）
〔障害者〕
　個人情報保護法ともかんがみ、明らかに障害者であろうと判っている世帯（人）に対して依り積極的に内面を見出せない。
〔子育て〕
　現時点で山王網一色地区の公園にはトイレや乳児のオムツ替えの出来る設備が無い。従って公園を利用している人は限られた人に限定されてしまい、その利用時間も短時間で
ある。
　最低限一か所位はトイレや乳児のオムツ替えの出来る設備を完備願いたい。
〔その他〕
　民生委員、児童委員の委嘱について、新しく民生委員、児童委員になられる（候補）当事者に対して、関係者は事前に民生委員、児童委員の活動範囲（業務の内容）を説明し、納
得を得た上で選考を！（一期だけで降りてしまわず、二期、三期と長期に活動出来る体制造りを）

103 民児協
山王網一
色
災害時要援
護者

限定せず

・災害弱者の方々をどのように助けることが出来るか、不安に思っている。一般の方と一緒の訓練が出来ないものか。
・行政では、組織はそれなりにでき上がっていると思いますが、どこまで連携が取れているのか疑問。
・自分たちは、住民と行政のつなぎ役と思っていますが、一方通行情報だけでむなしく思うことがある。

104 民児協
山王網一
色

担い手 限定せず
・アパートに住んでいる方で自治会に入会していない方があり、災害時に安否確認できない。
・民生委員は自治会役員と兼務のため、仕事量が多く大変である。

105 民児協
山王網一
色
市民意識 限定せず

・それぞれの団体の仕事量は多く、あれもこれも構想にと考え過ぎると、構想像で終わらなければ良いのですが。
・団体事業者が中心になるのでしょうが、地域住民の全ての人の意識を動かす活動、ＰＲが必要だと思います。
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106 民児協 下府中
相談・交流
の場

高齢者

現在のふれあいサロンをもう少し細かく、各自治会にまかせて、場所ももっと多くした方が良いのではと思います。
今後、認知症の方が増えてくるのではと心配しています。その時のために、説明会や対応の仕方等・・・小さな単位で勉強会を地域でしていただきたいと感じています。

107 民児協 下府中 市民意識 高齢者

（高齢者）
高齢者が多いので、何かがあったとき、どの様にすればいいのか心配である。
お一人暮らしの方がなかなか心を開いてくれず、私はまだ大丈夫と言いきってしまうので、お知らせを伝えることが出来ない。
民生委員の役割がなかなか難しくなってきています。

108 民児協 下府中 担い手 高齢者
高齢者に関しては、災害時等、特に一人暮らしの人は心配である。
民生委員のなり手がなかなか無く、又、仕事量も増えてきている。現役で仕事勤務している人はなかなか受けるのが難しい現実。したがって委員も高齢化している。

109 民児協 下府中
行政への要
望

高齢者
市内無料巡回バスの運行
運行する日時の予定表を市内の各家庭に配布し、特に運転出来ない高齢者等が自由に利用出来るようにする。小型車で出来るだけ生活道路の運行もする。

110 民児協 下府中 市民意識 高齢者
高齢者
一人暮らしの後期高齢者で、連絡先が不明な人に何かあった時不安である。

111 民児協 下府中
災害時要援
護者

高齢者、障
害者

〔高齢者〕
家族が仕事に出ている間、高齢者が一人になり、災害等があった時不安である。
〔障害者〕
災害弱者マップに登録されている方のみの把握できる現状で、他にもいるのではないかと不安である。
中高生が夜でも自由に集える場所があったら、公園等でたむろすることは少なくなるのではと思われます。

112 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者

老夫婦、又、一人暮らしの家庭が非常に多いため、民生委員だけでは廻りきれない。もっと息子夫婦とかの親戚先の情報がほしい。障害程度をもっと詳しく我々に情報を提供してほ
しい。放課後クラブの設置、例えばもっと大きな設置運動場とか指導員の人数を増やしてほしい。自治会（役員）、民生委員の数を増員して、担当地区を小分けしてほしい。自治会役
員さんの中で民生委員と同じ部会長を選んで（例えば児童部、高齢者、障害者）

113 民児協 下府中 市民意識
高齢者、障
害者

高齢者
一人暮らし、老夫婦などの高齢化が進み、日常生活や災害時などに不安を感じる世帯も多くある。
障害者
障害者自らの申請がないに等しかったり、情報が入らなかったりで把握も難しい。障害の種類もいろいろなので、理解も難しいと感じる。

114 民児協 下府中
災害時要援
護者

高齢者、障
害者

障害者で災害弱者所在マップに同意していない方の名簿が必要ではないか。災害時等の対応が出来ない為。
障害を持った子供たちを対象にした施設が少ない。
障害を持った子供たちとその親が安心して生活が出来る様にしてもらいたい。
一人暮らし、寝たきり、認知症、障害者等の高齢者が多くなり、これから先が不安。（災害発生時）
近隣との付き合いが不足しているのではないか。（特にマンション住まい）
地域の市議会議員と各種団体との懇談会を開催したら良いのではないか。

115 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者

〔高齢者〕
高齢者世帯が多くなり、災害になった時など民生委員としてどこまでできるか不安である。
〔障害者〕
障害者の家族に対して声のかけ方が難しい。
〔子育て〕
子供達のふれあいの場が設けられ、親同士のコミュニケーションはとれていると思います。
〔その他〕
以前に比べ仕事量が多く、本来の活動が疎かにならないよう気をつけています。

116 民児協 下府中 担い手
高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕
一人暮らしや老夫婦だけの方たちに何かあった時の対処の仕方等、不安がある。（身内の方の連絡先がわからない家庭は特に）
〔子育て〕
子どもたちが遊べる広場がもっとあると良いと思う。
〔その他〕
民生委員のなり手がいない。（仕事量も多いので、次の人をなかなか見つけることができない）
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117 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

（高齢者）
老夫婦だけの二人暮らしの方、一人暮らしの方が地域では増えてきているので、日常的な援助、見守り、災害が起こったときの支援等を地域、市で一緒に考えていく必要がある。
（障害者）
障害者やその家族の状況は地域で把握することは非常に難しい。（個人情報、家族の考え方等）
（子育て）
親は生活が厳しくなっているが、情報交換する時間がないのではないか。子供会の会長はじめ役員のなり手があまりいないので、その運営もきびしいと思う。だから情報交換ができ
る機会も少ないと思う。下府中の民児協は月２回子育て支援を行っているが、これをやり通すのはきびしいものがある。民児協の活動も年々忙しくなっている。
（その他）
下府中地区も自治会、老人クラブ、民生委員、子供会の役員のなり手が見つからないので困っている。

118 民児協 下府中
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

子供たちが成長し、小さい子供たちが少なくなってきた。昼、夜ともに人通りが少なく、防犯の面で不安を感じる。街灯も少なく、道路が暗い。公園にあるトイレをどんな人が利用して
いるのか分からない。

119 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

障害者やその家族は外見では分からない。又、分かったとしても情報が少なく活動することが出来ない。行政は見守るだけで良いとの事だが、当事者又はその家族の方々は助けを
求めているのではないかと思う事がある。
私の地区では高齢者世帯、又、一人暮らしの方も多く、きめ細やかな対応が出来ているか不安である。（家族等、息子、娘）達と連絡をなるべくする様にしている。
保護者の方々のＰＴＡ参加協力を強く要望したいです。
住んでいる所には公園が無く、子供達が遊べる場所がない。
自治会・老人クラブ・民生委員などのなり手がなく、選ぶのに苦労している。（自治会・民生委員ともに仕事量もどんどん多くなっている）

120 民児協 下府中 担い手
高齢者、障
害者、子育
て

〔障害者〕
障害者や家族は、個人情報等の関係で充分把握できない。
〔子育て〕
地域により、子供が遊べる場所がなく、交通事故等安全性と親子関係等話し合える場所があると良い。
〔その他〕
民生委員など仕事量も増えてきていることなどでやり手がなかなか見つからない。民生委員は任期が３年で、他の団体との任期が異なるので、大変難しい面があると思うので、任期
は２年等他の団体と統一してほしい。

121 民児協 下府中
相談・交流
の場

限定せず
家庭と地域がつながれる場があるとよい。

122 民児協 下府中 制度の枠 障害者

障害者
精神障害などは外見では分からず、又、本人も家族も”何か変だ” と思いながらはっきり分からず、悪化させていることもあると思う。スクールカウンセラーや専門家が直接授業参観
などしていただいて、早期発見、早期治療、又、何らかの手だてを打ってもらえるようなシステム作りが必要だと痛切に感じる。（相談がなくても学校の先生は専門家でないのでわか
らないと思う。今はそういう子がけっこういる）重度、中度、軽度の身体・精神障害者が親を亡くして、一人で生活していかなくなった場合、安心して生活できる施設が必要だ。高齢者
も含め、弱者を独りぼっちにしてはならない。
子育て
川東地区には明るいきれいな公園がない。四季の花が咲き、木陰のある、老若男女が心晴々とするような公園が欲しい。

123 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

障害者

障害者
障害者は外見では分からず、特に子供達の情報が不足。
地域の希薄化
新住民の割合が多く、地域参加のメンバーがいつも同じ。特に子供会の参加が少なく、横のつながりが欠けている。子供会の会員が少なく、会費が集まらない為、レクレーションも
減ってきている。市のバスの利用（特に夏休みは子供会優先）等一考が必要。
民生委員
民生委員の新任が６５歳迄となっているが、年金が６５歳以上となり、６５歳迄の勤めが増加しており、男性の選任が出来ない。６５歳から３年程度の延長が必要。

124 民児協 下府中
多様化する
ニーズ

限定せず

高齢一人暮らし
今は７５歳以上の一人暮らしはそれほど多くないのですが、５０代、６０代の人の一人暮らしが大変多いので、今から対策を考えておいたらと思います。
障害者
障害者の家族は他人に迷惑をかけまいと家族だけで頑張っている人が多い。
老人クラブ
高齢者が多く、老人クラブを運営してほしいとの要望は多いのですが、運営を手伝ってくれる人がいないので、休会中で困っている。
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125 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

限定せず
各団体（機関）の相互の関係が、もっと必要なのではないでしょうか？たとえば、我々と地域包括支援センターとの意見交換会とかあった方がいいのではないでしょうか。勉強不足な
のか、民生委員の仕事がよくわからない。それ故にケアタウン構想の構想そのものがよくわからない。

126 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

限定せず
南鴨宮
行政は下府中。学区は酒匂地区に属し、両方の育成会、学校、他各団体行事に参加している状態。子供達も体育祭等に両方参加戸惑っている。

127 民児協 下府中 担い手 限定せず

その他
民生委員は任期が３年ですが、その途中で身体不調になり、代わりの人を見つけるよう努めましたが、見つからなくて困っております。（次のやり手が見つからない）
保育所の増設（働く女性が増加しているため）

128 民児協 下府中
連携・活動
のあり方

限定せず

意識改革と情報の共有が必要である。高齢者の介護、障害者の介護、子育ての支援と地域と事業者の連携が必要な事は多い。自分だけ大変でわかってくれない感じる人、他人と
かかわりあいになりたくない人ばかりである。役割分担を分掌化し、少しでも協力出来ることがあれば弱者を除き、順番だからと協力してもらう体制を作っていく仕組み作りが必要と
思われる。

129 民児協 下府中
災害時要援
護者

限定せず

行政へお願い
住民の権利ばかりを前面に出す言葉・文章はひかえてほしい。（義務をはたしてから権利を行使する様すべき）
災害弱者が災害発生時に自分でどの様に行動できるか、又、行動したら良いか等々、家族や隣近所と話し合う事を宣伝してほしい。

130 民児協 桜井 制度の枠 高齢者

・言葉の統一を
「災害弱者」と「災害時要援護者」という言葉が入り交じっている。「災害弱者」から「災害時要援護者」への切り替え時期だと思われるが、書類にまだ統一感がない。（防災・介護・障
害）意識付けも含めて統一してもらいたい。
・日中独居の支援について
ひとり暮らし高齢者については、家事援助や配食サービス、緊急通報システム等のサービスが受けられるが、家族同居（それがほとんど一人暮らしに近い状態でも）となるとサービ
スを切られてしまい、「かえって一人暮らしの方がよかった」と嘆かれる高齢者がいる。”融通をきかせる？”ことはできないか。

131 民児協 桜井 制度の枠 高齢者

「高齢者」
（１）介護保険を利用していない軽度の認知症がある一人暮らしの高齢者を（生保）見守りしているが、第三者にも話せず、心配がある。
（２）「脳梗塞と認知症」の一人暮らしの高齢者。退院後は在宅介護は無理と医師から言われても、離れて生活している家族が特養ホームを探しているが、なかなか入れない。
（３）地域で介護予防の高齢者向けの体操教室が１か所あるが、高齢者が集まりやすいよう、２、３か所あると良いと思う。

132 民児協 桜井
災害時要援
護者

高齢者
災害時要援護者マップは作成してあるが、いざ、災害が起きた時、機能するのか心配である。
高齢者のみの世帯が増えてきている。自宅で生活できるうちはいいが、困難が生じるようになった時、入居できる高齢者向けの施設がほしい。

133 民児協 桜井 担い手 限定せず
民生委員の任務について
仕事の量・範囲も広く、今後なり手が少ないのではないかと思う。（特に男性）　行政として選定方法等一考を要すると思います。

134 民児協 桜井
災害時要援
護者

限定せず
災害時、避難場所が小学校になっているが、障害が重く寝たきりの方たちの避難した時のことを考えると心配である。災害時には、地域内の施設等の利用が出来ないものか。
小田原市の有線のスピーカーで流されている放送の音が割れてしまい、非常に聞き取りにくい。風向きによって、ほとんど何を放送されているのか聞こえない時がある。

135 民児協 桜井
行政への要
望
限定せず

〔その他〕提案
１．災害、事故等いつ起こるかわからない自治会地区において、老人、子ども等弱者を守るため、第一次的に（救急車、消防車、警察が来るまで）救命的（初歩）措置ができる人材の
育成を長期的視野に立って、各機関協力のもとに行って欲しい。
２．地域の交番との交流を増やして欲しい。防犯、青少年育成、地区の情報として役立つのではないでしょうか。

136 民児協 豊川
相談・交流
の場

高齢者

・ 高齢化社会に優しい地域作りに声かけ、思いやりを持って過ごせるようにしよう。
・ 情報交換の公民館、集会所等を無料で利用できるようにしてほしい。

137 民児協 豊川
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

私の担当地域では高齢者より、若い世代が多い為、当然子供や若いパパ、ママ多くいる地域です。なので子供達の遊び場や若い親達が活躍できる場所や行事がほしいと思いつ
つ、意見や考えを発掘できずにいる。
私の考えとして、子供が社会参加する第一番目は子供会だと思いますが、その子供会へも入会が自由になってしまっている昨今、これを強制(自然の中で小学校に入ったら自動的
に会員になる)できないかと思う。
自治会、老人会もその後に続くものと考えている。｢大人になっても誇れる郷里であってほしい。誇れる出身校であってほしい。｣
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138 民児協 豊川
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

(子育て支援について)
・ 年間の活動の中で年に一度位は、｢わんぱくランド｣の様な広い場所で思いっきり子供たちを遊ばせたいなあと以前からの思いがありました。役所の方にもバスの利用について
伺った事もありました。路線バスの団体で移動するのは色々な無理な事もありますので、サークルの様な活動に利用させていただけたらいいと思います。
・ 地域の中でサークルへの参加の呼びかけや活動内容なども広く皆さんに知ってもらえる様周知する。

139 民児協 豊川
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

｢災害弱者｣　地域防災組織との情報の共有範囲について、どこまで共有するか？｢災害弱者｣の秘密保持に不安である。
｢子育て｣　地域の子供会が廃止され、親と子供同士の情報交換も少なく、子供会の復活を望む。
｢その他｣　独居老人(お元気)が民生委員は買い物に行ってくれないと、苦情を云われ、よく話し合って納得してもらったが、民生委員は何でもやると思われ困っている。

140 民児協 豊川
災害時要援
護者

高齢者、障
害者、子育
て

(高齢者)　昼間一人だけになる高齢者が多く、災害時など不安に感じる。
(障害者)　障害者手帳の有無など、こちらから尋ねることもできず対応に苦慮している。
(子育て)　地域内には安心して遊べる公園がありません。遊具やベンチなど子供たちの集まれる場所が欲しいです。

141 民児協 豊川
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者
一人暮らしの高齢者、身体があまり良くなく、生活しているが、(寝たきりの方含む)、施設に入居したいが保証人がいないのでだめだとか、市の方でも、もう少し良い手段を取っていた
だき、介護施設等に入居できないものか。(災害時など不安)
障害者
対象者把握調査(知的障害，精神障害)がありますが、外見ではなかなか把握できません。
子育て
親も子どもも集まれて、親どうしも話し合って(小・中学校の親子)情報交換がきがるにできる機会があると良い。
豊川地区社協で静岡でサロン活動を行っている所へ見学へ行き、桑原では老人会（清寿会）主催で年二、三回サロン活動を実施しています。会員の方々に大変喜ばれています。

142 民児協 豊川
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

・ 各地区には、“子育て支援”の活動がある。良い取り組みだと思う。地域の親子のふれ合い。情報交換の場になっている。更に行政もバックアップし充実させたい。
・ 保育園の定員数が少なく、地域の保育園に入園できない幼児が多い。その為、地域を離れた幼稚園に入園することになる。地域の幼児が地域に入園できると良い。
・ 豊川地区では、各種団体が、道路沿いや公民館の花だんの手入れ、掃除等を行っている。住み良い環境は、住民が一体となって築き上げていきたい。
・ 自分の趣味の特技を登録(何でもボランティア)し、それらを生かせる場を設定する。地域の活性化、生きがい、住民の交流等につながると思う。
・ 市・地域の行事、催しの参加率を見ると高いとは言えない。役目上、参加する人が多い。お互い声をかけ、さそい合い一人でも多く参加できる体制を作り上げていくと良い。まずは
―となり近所の声かけ運動―を強化していく。
・ 公園の遊具が危険であるということで徐々に撤去されている。とても残念である。子どもをはじめ、多くの人が集う楽しい公園であってほしい。
・ 地域包括支援センターの事業について、更に住民に広めていく必要性を感じる。
・ 災害時に備えて地域防災組織や訓練の充実化を推し進めてほしい。

143 民児協 豊川
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

(高齢者)　息子と2人だけの家庭が増加している。昼間は息子が出勤すると独居生活となり、持病がある者や、災害時等、何かが発生したときのことを想定するだけで不安である。
(障害者)　近年高齢者夫婦だけ二人暮らしの家庭が増加し、２人とも足、腰に障害があり、高齢が原因かと思うが、取扱いに苦慮している。
(子育て)　最近都市化が進み若い家庭が増加し、地域の子どもの遊べる広場の要望が出て来ている。行政へ申し入れても予算がないと言う、土地の貸主を探しても、市の借地料は
３０～４０年前のもので、昨今の税額どころではない。両者のメリットのある方法がなければ、この件は永久に平行線になりそうだ。

144 民児協 豊川
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

※ 高齢者だけでなく、災害時は、やはり不安です。パニック状態はさけたいと思うので、災害時の訓練、連絡網など再確認して行うべきだと思う。
※ 小さなお子さんのいる親の交流の面でも子育て支援活動として｢だるまっ子｣をやっているが、まだまだ知らない人がいると思う。
※ 障害者に関しては、私達も、どこに、どんな障害の人が住んでいらっしゃるのかわからないので、理解不足である。
※ 自治会、民生委員などやる事が大変だし、色々な会議にでなければならなくなるし、なかなかやり手をさがすのは大変だと思う。
※ 自治会への加入、子供会への加入など、少なくなってきているのも、聞いた事がありますが、段々そういう交流の場所へ近づかなくなってしまっているのかと不安です。

145 民児協 豊川
行政への要
望

高齢者、障
害者、子育
て

(高齢者)　 高齢者、障害者の方々(健常者も含む)の車イス(歩行者含む)使用での道路等の安全と安心に強化取り組んで点検してほしい。(特に段差と幅)
(子供)　保育施設が少ないので小規模でもいいから家庭的な施設が多くあれば仕事と生活の両立も出来、子どもを安心して育てることができると思う。また、勤務している関係機関
が特に協力し考えて設置し対応してほしい。
・ 福祉＝幸せになれる
地域社会の中で高齢者、障害者、子供たちのため支援活動が楽しく続けられ、また、協力できるようにしたいと考えています。
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146 民児協 豊川
多様化する
ニーズ

限定せず

○ 空家が増えている様に見える。庭木などうっそうとしているので通学路にも影響があるのでは。
○ 近所、地域、親子、兄弟がもっと団結できると良いと思いますが、何か良い方法はないでしょうか。
○ 老人の一時預かり施設を設けてほしい。(問題がある人)
○ 総合の相談室を市役所、包括センターなどに作って、市民の人にＰＲし気楽に相談出来るようにしてほしい。
○ お達者チェックのアンケートの質問に日中お一人で居ますか質問項目を付加してほしい。(防災の為)

147 民児協 豊川 市民意識 限定せず

ケアタウンという言葉がいま一度よくわかりません。
ケア→みんなで助けあっていく事なのでしょうが、もう少し、わかりやすく、具体的に話していただけないでしょうか。
私達が住んでいる飯泉は、まだ昔からの行事がまだ少し残っているので近所の人達がかかわりあっていると思います。

148 民児協 早川 制度の枠 高齢者

１、経済的な理由でディサービス通所を減らす人、その反面でゆとりある人は増している傾向が聞かれる。行きたくても行けない高齢者にご理解をお願いしたい。
２、自治会単位で良いから、近くに簡単な健康器具や、趣味、団欒がいつでも一同に出来る場所を市のバックアップの元で地区ボランティアの手で立ち上げて欲しい。
３、独居高齢者世帯に救急事態が起きた時、連絡先がすぐ解かる様、各人に指導してほしい。（なるべく同一場所）

149 民児協 早川 制度の枠 高齢者

若い時に国民年金を納めたので、今、いただいていますが、納めなかった人が、生活に困り、生活保護を受けている人がいる。
国民年金だけで生活している人がいるが、保護を受けている人の方が生活が楽のようです。
国民年金の金額と差があるようです。

150 民児協 早川 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

（独居老人）アルツファイマー病、認知症が進み家事はもちろん着がえ、トイレも出来なくなってしまった時、ケアマネが入り色々計画を立ててくれますが、入るまでの数日でも心配、
不安。
（高齢者世帯）お二人で元気なときはいいが、片方が亡くなったりした場合、子供さんが近くにいらっしゃるときはいいが、あまり出入りがない方は不安をかかえている。
（障害者）見守り訪問をする時、障害者は私の受け持っている方は皆さん同居です。以前よりは良くなりましたが訪問はあまり喜ばない（ふれたくない）感じだ。何か御手伝い出来るこ
と変ったことがあったら御一報下さいという感じにしているが、このような形でいいのか？
（子育て）公園があっても海（浜辺）で、柵があっても出入りは簡単。親が一緒でないと心配。テトラポットも沢山あり、子供達を安心して遊ばせることが出来ない。

151 民児協 早川
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者・災害時、非常時の場合　独居・高齢者夫婦・日中独居の方々への対応ができない。
障害者・上と同じ
子育て・地域に子供が少ないので、子供・親どうしのかかわりが少ない為個々に地域の会（ぽっかぽっか・日だまり）の参加をうながしている。
その他・民生委員の活動量が多いと思う。民生委員のかかえている問題も多様化していてその中には民生委員の仕事の範囲ではないと思うものもある。
行政の対応ですが、生保世帯でない家庭の対応もお願いしたい。

152 民児協 早川 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

１、介護保険制度の中の福祉サービスだけでなく、小田原市独自の福祉サービスを考えて欲しい。ご利用者にとってゆとりのある生活をして欲しいと思っている。現在の制度は「しぼ
り」が多すぎる。
２、在宅福祉に力を入れて欲しいと思う。
３、子供達が自由に遊べる広場があったらいいなと思う。
４、小田原駅周辺に多目的ホールのようなものがあったら（芸術館など）と思う。

153 民児協 早川
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

（高齢者）
①二人暮らしの老夫婦、独居老人等、不測の事態の対応に不安である。
②家族と同居している高齢者の中で、孤立している者がみられる。これらの方々が気軽に憩う公共の場所があると良い。
（障害者）
精神的障害は、外見では分からない。対応に不安である。
（子育て）
地区内の子どもが遊ぶ生活道に、車両が頻繁に行き来している。学校及び公園等の公共場所などの活用（日時制限して）があると良い。また、遊休私有地の活用が望まれる。
（その他）
①自治会、民生委員などなり手がなく、任期満了に伴い後任者の引受け手がなく、継続することとなり困っている。
②仕事量、責任度が増えてきている。

154 民児協 早川
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

（高齢者）近所に老夫婦で住んでいらっしゃる方がいますが災害の時などは自分の身の安全も確保しながらお二人を助けられるか不安。普段はごあいさつ程度はしておりますが。
（子育て）現在早川小の多目的ホールをお借りしてサロンを８回コースで開いているが、そこへこられる親子はよいが、それ以外でそういう場所へ出てきていない親子もいらっしゃる
でしょうから、そういう人たちにも目を向けたいと思う。しかし、なかなかお声をかけるチャンスがない。
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３．ケアタウン構想や福祉に関することについて　

155 民児協 早川 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

サークルやサロンに参加できるお母様方は比較的友人（対人）関係もスムーズで、情報も多く、子育て等に関しては内に込めてしますものも少ないかと思う。それに対して、人間関係
が苦手、苦痛に感じる方は、なかなか外の集まりに出ることも少なく、まして初めての場所などに行くことだけでストレスにもなり、それを避ける為に外部の方とお付き合いしなければ
情報もなく、だんだん孤立・・・という悪循環になっているかと思う。その中でも誘われれば出ることのできる方　又、誘われることに苦痛を感じる方と分かれると考える。この苦痛に感
じる方々がもし何かの切っ掛けで出てこられた時に”次回も来てみようかな”と考えられるような場が多くなったら良いとは思うが、人の心の中なので一番難しいことと考える。

156 民児協 早川
相談・交流
の場

限定せず

･気楽に相談できるネットワーク、場所がない。
・暖かく見守れる地域作り。
・災害時のシュミレーションなようなものがあると、頭の中に入れておける。

157 民児協 上府中
災害時要援
護者

高齢者

高齢者
昼間、高齢者のみとなる世帯が意外とあるので、把握するように努めているが、非常に心配である。防犯、災害時等の対策が必要と感じている。
防災
弱者マップがあるが、災害が発生した場合、それがどのように活用されるのか？災害弱者を誰が手助けするのか？要援護者と援護者をセットにしておかないと、実際の場合、機能
しないのではないか。また、その訓練も必要と感じている。

158 民児協 上府中 担い手 高齢者

高齢者のネットワークの一つである老人クラブが今年度解散にいたった。
原因は会員の高齢化等により役員の引き受け手がいないことである。
また、近年は活動自体があまり活発ではなかった様である。
老人クラブのみならず、婦人会なども新規会員があまりなく今後の継続が懸念される。

159 民児協 上府中 市民意識 高齢者
これから年を取るにつれて、近くに身寄りもなく、子供もいない方等、特に身体が不自由になった時などのことを考えると、将来が非常に不安であるらしい。
安心して暮らしていける地域づくりにしていきたい。

160 民児協 上府中
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者
家族が居ても孤独感を訴える人が居る。
障害者
迷惑だとすぐ文句を言う人が居て、気持ちは解りますが、もっと大きな気持ちを持って接する事は出来ないかと思います。
子育て
公園に遊んでいる子どもを見かける事も少ない。
その他
自治会や子供会に入る人が減少している。アパート等、表札のない家が多々あり訪問に苦労する。民生としての役割が解らず、出来る事の限界を感じている。

161 民児協 上府中
行政への要
望
限定せず

・ 平成２０年３月、厚生労働省社会・援護局長の私的研究会｢これからの地域福祉のあり方研究会｣の報告書から。以下、その提言に強く共感した内容を抜粋した。
・ これまで、公的サービスがそれぞれ分野別に進められてきた。そこで、制度などの谷間となって対応できないニーズがあったり、独居のごみだし、電球交換など公的サービスや制
度では対応できない日常生活の多様なニーズ、さらには、引きこもり、孤立化、孤独死など、目に見えにくい問題もある。これらに、どう対応していくかが課題である。
・ 新たな、「地域での支え合い(共助)」の領域を拡大・強化することが求められている。
・ 一方、次のような｢市の役割｣や｢市の責任｣がある。
１　公的な福祉サービスが適切に提供されるようにすること。
　　公的な福祉サービス、地域において新たな支え合いとしての地域福祉活動、そして、｢市場｣により提供されるサービス、これらが相まって、市民が地域で普通に暮らし続けること
を可能にする責任は、｢市｣にある。
　　地域の福祉活動自体が市民の自発的な行為であるとしても、これらの諸活動が途切れることなく続けられるように、活動の基盤を整備するのは市の仕事である。
・ 　地域の多様なニーズに対応するため、市でも従来の福祉の枠にとらわれず、防災、防犯、教育文化、スポーツ、就学、まちづくり　など、幅広い視点で取り組むことが必要であり、
地域で発見された生活課題全般を受け止められるような　総合的なコミュニティ施策　が必要である。
・ 以上、検討中のケアタウン構想において、参考にしていただきたい。

162 民児協 上府中
多様化する
ニーズ

高齢者

８０歳以上で、老夫婦だけでの二人暮らしの方が、２－３組。介護・日常の買物が心配と言っております。今はまだ元気なのでデパートまで往きは歩き帰りはタクシーを利用していま
すが…。
配食や食材の配達方法もできる事は承知してますが、自分で動けなくなるであろう事に不安を感じているようです。
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163 民児協 上府中 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕
独居の方の中で毎日毎日が変化があり、今日は普通におきられたが、昨日はすぐに起き上がれなかったとのことです(近くに家族の方がいられるが何かあった場合心配)。家族との
連絡はどうされていられるか聞くと携帯電話で連絡しているとの事。
〔母子生活の申立書〕
この申立書で民生委員署名欄の署名について、どこまで確認して署名しなければならないのか(個人情報のため)、責任を感じる。(申請の中でも外観で調べると車を２～３台持って
いる)市の方も良く調べて確認して下さい。

164 民児協 上府中
相談・交流
の場

限定せず
千代地区内にある公民館について。
台所の充実を図って欲しい。調理台、レンジ、オーブン等が欲しいです。老人会、子ども会等において料理教室等をやってみたいのですが、今の状況ではできないので欲しいです。

165 民児協 上府中
多様化する
ニーズ

限定せず

個人情報があまりにも強く、なかなか高齢者、障害者の方々の現況が把握できない。
障害者の方に対して、特に精神障害者の方への接し方にとまどいを感じ、(自分自身の勉強不足なのですが)なかなか声かけができない。知的障害者の方への理解が低いのが残念
です。
子育てに関しては、幼い子が家族の中にはいなく、また、近所にもあまりみかけないのでなかなか情報交換が出来ない。また、現状も把握できない。
自治会、老人クラブ等役員の負担が多く、地域では引き取り手がなかなかみつからない。

166 民児協 下曽我 制度の枠 高齢者

一人暮らしのお年寄りを見ていると、歳を取るにつれて、家の中のことも維持管理が大変そう。厚生年金がある人は、まだ良いが、年金もかけていなかったら、なおむずかしい。貧し
い生活状態になってしまう。将来のある若者がきちんと仕事につけるような環境を整えていくことが重要な課題だと思います。
結婚して、家庭を作り、子育てが安心して出来るような基盤作りを真剣に考えていくことだと思います。

167 民児協 下曽我 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕　デイサービスの申請から実際に受け入れてくれるまでに時間がかかる。
〔教育〕　　 成績表も無いまま始まった夏休み、成績表示された方が、メリハリがあり気持ちのよい夏休みが過ごせると思う。
　　　　　　　教師の方や保護者の多くはこの制度に納得しているのだろうか？
　　　　　　　2学期制で、どのような効果があがっているのか？2学期制の利点は？
〔子育て〕　世代間交流開催しても参加してもらえる子どもが少ない。
〔その他〕　自治会や子供会に入らない人達が多くなっている。

168 民児協 下曽我
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者　　　いつ起こるかわからない災害時、災害弱者に充分対応できるか心配です。もう少し深く協議をし、体勢を整えたい。
障害者　　　サポートセンター少しづつ充実している様ですが、若い人の社会生活不適応で家庭に居る人が増えてきている様に見受けられます。生活費は親に頼り、家庭内であば
れるという形があり対処に困っています。包括センターの様な形で精神科医師、カウンセラー等の相談できる施設がほしいです。
子育て支援　一時間、30分単位でボランティアで若いママ達の手助けする会ができると一息つけるのでは。

169 民児協 下曽我
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

保育所について、仕事を探すための一時的なあずかりの出来るところがあると、親御さんも助かると思うのですが。
高齢者のリスト作成は出来ていますが、乳児も、保健所などと連携してやれればと思っています。

170 民児協 下曽我 制度の枠
高齢者、障
害者、子育
て

・ 高齢者、障害者の方とは見守りで話をしたり聞いたりしているが、金銭的な問題、家が古くなって修理したい。なにをするにしても歩けないので人に頼る生活でお金がかかる。生活
保護は今の収入ぎりぎりで受けられない。親、兄弟がないから子供もいない。将来不安等、民生としては金銭的なことは深く聞けず思っている不安をとり除いてあげたいと思う。出来
ればそういう不安を抱えている人達をリストアップして年に１～2回心理カウンセラー及び行政の方々に訪問していただきたいと切に思う。
・ 「ふれあいの郷」での活動希望
① 乳幼児、入園前の子供、親を保育士のもとで本を読んだり、悩みを話したりしで親の交流が出来るとよい。
② 若い人達や高齢者の交流で趣味を楽しんだりお茶をのんだり、気軽に会話できる場所にしたい。

171 民児協 国府津 市民意識 高齢者
高齢者の二人暮らしで夫に認知症の症状がみられ、妻が一日中一緒にいると何もできないので困っていると相談を受けた。デイケアをお勧めしたのですが夫がイヤがっています。
なんとか夫を説得できるとよいのだが・・・。

172 民児協 国府津
多様化する
ニーズ

高齢者

・“隣は何をする人ぞ”と云われるほど希薄では無い地域だが、２ヶ月位、御主人が入院していても分からなかった。
・施設への入所待ちの方が近所にいます。介護していた兄嫁さんが体調を崩し、先に亡くなりました。(まだ入所できません)
・不安を抱えながら生活している独居の高齢者が増えています。少しでも安心して生活できるシステムを考えて頂きたい。
・北欧並みに老後の生活が安心して送れる様、日本も学んでほしい。
・年金でも入居できる施設を作って頂きたい。

17/33 個人意見



18/33 ページ

№ 団体区分 団体名等 視点 分野 自由意見

３．ケアタウン構想や福祉に関することについて　

173 民児協 国府津
行政への要
望

高齢者

３．弱者の移動手段が確保されて、はじめて「ケアタウン」と云える。
高齢者は日常生活をする上で銀行や病院、薬局、八百屋、魚屋などに行かなければならない。バス便が減っているので、帰る頃にはバスが無いのでどうしてもタクシーを使わざるを
得ない。外出するとタクシー代がかさむのでお付き合いのための外出は極力減らしているとの話をよく聞く。

174 民児協 国府津
行政への要
望

高齢者

６．昼間は高齢者世帯が90％に上る。昼間災害が起きたときを想定しての救援・救護隊の編成が組めない。
　今、75歳以上の高齢者世帯（独居・二人世帯）は夜間40%であるのに対し、昼間は90%近くに上る。（若い人は仕事に、子供は学校に行っているため）
昼間災害が起きたときの救援・救護隊の編成が組めない。

175 民児協 国府津
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者

(高齢者)
老夫婦だけの二人暮らしなので、何かあったときに不安である。
(障害者)
視覚障害者が一人暮らしなので、何かあったとき不安である。

176 民児協 国府津
災害時要援
護者

高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕　一人暮らしの人達。何かあった時(特に災害など)に不安である。
〔障害者〕　老夫婦の二人暮らしなので介護者は大変である。２人で入院したとのこと。もう少しサービス等支援を考えて欲しい。
〔子育て〕　登校拒否等の子供に対して、ケースワーカーが不足しておられる思われるので増員してほしい。

177 民児協 国府津
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

・高齢者、身障者だけの世帯が、これから増加するようにおもう。本人の理解がとれれば、玄関等にシールをはって、いざという時に役だてればとおもう。(個人情報、防犯の面では、
むずかしいかも)
・子供たちが、安心して、遊べる場所がほとんどない。
・子供の数が少なくなっている今、介護する人への負担軽減。

178 民児協 国府津 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

・高齢者だけで暮らしている方が多くなり、地域・家族の支えあい、助け合いがだんだん難しいです。
・子育て中には親も子供も集まり、母親が話したり、交流、情報交換ができる場所があると良い。

179 民児協 国府津
多様化する
ニーズ

高齢者、障
害者、子育
て

〔高齢者〕　一人暮らし、寝たきり、認知症または虚弱の高齢者は、災害時などに不安である。
〔障害者〕　身体障害者は、外見ではわからない。災害時に援護を必要とする者は、マップへ記載を同意してもらう。
〔子育て〕　住んでいる所で子供、子育てプランに基づきニーズへの対応として地域子育て支援、拠点として仕事と家庭の両立支援で、子供と親の話し合いが、できる場所をつくる。
〔その他〕　現実には、地域住民に、民生委員・児童委員活動の、やりがいを、一層PRするとともに、互いに励ましあっていくことが大切である。

180 民児協 国府津
災害時要援
護者

高齢者、障
害者、子育
て

・100歳近い耳の遠い独居老人が居るが災害等の時が心配。
・子供達の登校時のパトロールをしているが朝の挨拶が中々できない。

181 民児協 国府津 制度の枠 子育て

{子育て}
・ 働きたいお母さんが沢山います。しかし、保育園は働いていないと入れないという矛盾。
・ 近くに保育園があるのに満員のため車で他地域まで通園している。小学校入学時に地域の仲間達と一緒に入学したい。

182 民児協 国府津
行政への要
望

障害者

(障害者)
１．全盲者が入所できる施設を検討して下さい。(独居者)
　　①私の担当地区で独居で72歳の全盲者。
　　　　・最近体の調子をくずして買物にいたお店さんに迷惑をかけている。(救急車3回ぐらいよんだ)。民生委員対応。
　　　　・役所から書類等がくるが、全盲者なのに正常者と同じ書類がくる。(書類をチェック)自治会長及び民生委員が対応。
　　　　・銀行通帳及びお金に対しては目が見えない為に信用している。(自治会長及び民生委員が対応。)
　　　　(身内の兄さんが小八幡にいるがかかわりたくないとのことです。)
　　　上記の件、よろしくお願いします。
　　※本件は、障害福祉課に連絡しています。くわしい状況は障害福祉課に確認して下さい。／民児協会長
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183 民児協 国府津
多様化する
ニーズ

障害者

(障害者)
障害者、特に身体､視覚障害者は外出の機会、外部の人達と接触、交流する機会も少なく精神的に孤立し易く、外出も場所は駐車場、トイレ等の環境整備面で制約されている。市や
民間の催事、行事の会場に出向きたくても駐車場､トイレの備えが無いと出掛けられないし、有っても次の様な問題を抱えている。
１． 駐車場
一般の健常者が車椅子マーク(国際マーク)をホームセンターやカー用品店などで自由に購入することが可能なため、車に添付し障害者駐車場に駐車されているケースが少なくない
様です。片方が車イスの高齢者世帯がスーパーなどに買い物に来ても、健常者の車で駐車出来ずに立ち去ることを考えると、弱者の心を更に追いつめる様な状況である。
障害者マークが自由に購入出来ること自体にも問題を含んでいると考えるが、外国では自由に買えない国もあり、健常者が駐車した場合はペナルティー制度もあると聞く。そこで、
市、業者、関係機関(NPO、自動車学校など)の理解を得、連携し、購入時には障害者手帳の提示を求めることなどが出来ないだろうか？
高齢者の中には、障害者手帳が無くても脚、腰の関係で車イスが必要な場合もあり医師とか市の福祉課などで簡単な証明などを発行するなど検討は要するでしょう。

184 民児協 国府津
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者　高齢者がひとりで寝ていられて、訪問すると、｢あがって来て下さい｣と呼ばれますが、(災害のときは別ですが)日頃は、抵抗を感じます。
障害者　夫婦で障害者(息子が夜は同居している)とても心配です。
子育て　・保育園に入園するのが大変です。
　　　　　 ・３人乗り自転車をレンタルしたらどうか。高価なため、市、又は地域でまとめ買いをして貸し出す。
その他　｢記載例｣と同じ現状です。副以下なら良いが長はダメと云われる人が多い。

185 民児協 国府津
行政への要
望
限定せず

・ 経済的、物理的に可能でしょうか。
・ ホームページの資料｢先進的な取り組み｣を読みましたが、現状で、小田原で、できるのですか？
・ 市と社協とが情報を共有していないようですが、同じ様な調査を２度もするなんて、おかしいです。
・ 民生委員として、高齢者の介護予防の行事を行っていますが、会場が限られていて、困っています。小さなものでも良いので各地区毎にあるといいのですが････。

186 民児協 国府津
行政への要
望
限定せず

１．「ケアタウン構想」は、「小田原市地域福祉計画」とどの様な関係にあるのか。
　小田原市は平成１９年に「小田原市地域福祉計画」を策定し、現在もこの計画のもとで小田原市の福祉活動が進められていると理解している。
① 「小田原市地域福祉計画」があるのに、なぜ、今、新たに「ケアタウン構想」を検討するのか。
② 今創ろうとしている「ケアタウン構想」は「小田原市地域福祉計画」を補完するものなのか、「小田原市地域福祉計画」と別の福祉計画なのか。
これらをしっかり理解した上で「ケアタウン構想」を検討しないと「小田原市地域福祉計画」と同じような計画が出来てしまいそうである。

187 民児協 国府津
行政への要
望
限定せず

２．「ケアタウン」の成功は、自発的に協力してくれる人を多く確保することである。
市民に「ケアタウン構想」が説明され、その構想と思いが市民に伝わったとき市民の中から協力者が出てくる。「ケアタウン構想」を成功させるには、この自発的に協力してくれる人を
多く確保することが必要である。人材の育成・確保には時間がかかるのでケアタウン構想の検討の早い段階で方策を検討することが必要である。

188 民児協 国府津
行政への要
望
限定せず

４．「ケアタウン」のキーとなる団体やボランティアには資格を与え有償契約を。
「ケアタウン」を運用していく上でキーとなる団体やボランティアには責任と権限を与え、その活動を有償にする。

189 民児協 国府津
行政への要
望
限定せず

５．小田原市を「ケアタウン」化して行くとき財源をどうするか説明して欲しい。
市民はこのことに非常に関心があるので、しかるべき説明をして頂きたい。

190 民児協 酒匂
災害時要援
護者

高齢者
高齢の二人暮らしで配偶者が障害があり、何かの時（自分又は災害の時）不安である。

191 民児協 酒匂
連携・活動
のあり方

高齢者

老夫婦又は一人暮しで介護保険を受けている人の買物が大変。
老老介護で介護している人のケアが欲しい。
独居や高齢者の世帯が増えておこまり事を頼みたいが、無償では頼みづらいのでお金に変る何か良い物はないでしょうか？

192 民児協 酒匂 市民意識 高齢者
高齢一人暮しの男性で、１６時頃からお酒を飲み、私の所に犬が鳴いてうるさいと苦情が良く寄せられます。又、最近は早朝に誰かドアをノックする。又、深夜にドアをノックすると苦
情が寄せられる。最近は少し被害妄想的な所があるようです。対応に苦慮しております。

193 民児協 酒匂 制度の枠 高齢者

１、アンケートの内容がむずかしい
２、自治会活動、民児協の活動等、社協の活動とケアタウン構想は別のものなのか。
３、包括センターは利用している。スタッフが少ないのではないか。
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194 民児協 酒匂
行政への要
望

高齢者

構想自体には賛成です。ですが、こういったものはとかく理念や構想だけが先走りし、数年後には形がい化しているといった例が多々あります。そうならない事を今は願いたいと思い
ますが、行政と実際の現場は現在でも解離しています。そのために我々が居るわけですが、行政側もこういった構想はかなりの覚悟を持って進めていただく必要があります。行政の
タテ行政にもさんざん苦労させられているのが現状です。私にも年老いた父母がおりますが、私は役務上そうしたものだということを理解しているのでわかりますが、何も知らない一
般の方々は大変な思いをされています。また、行政側から送付されてくる種々の通知書は全般的にわかりにくいです。そういった相談を高齢者からよく受けます。簡単なものにして
下さい。

195 民児協 酒匂 市民意識 高齢者

･高齢化の進歩にとって、独居の暮らし方は、プライベートな事もあり、なかなか立ち入った会話が困難です。
・民生委員に対して、何をしてほしいのか相談された時の対応の難しさがあります。行政とのパイプ役になれる事で相談を受けたら、高齢課と包括支援センターで支援の要請をお願
いしています。
・福祉の上でケアータウンは必要です。
・隣近所のおつき合いができる方となかなか日頃お勤めしていてできない人、又、煩わしいのでされていない人など色々なパターンがありますので若い時は良いのですが、いざ、高
齢者になった時はご近所の底力がある地域は、手助けし合いながら生活できると思います。日頃からお声を掛け合い、ごあいさつできる間柄になり対話のある地域社会作りが大切
だと思います。地域のつながりは密接で誰もが顔見知りになれることも大切です。
・若人と高齢者のつながり、まず家庭の一員として親子の会話も大切です。地域のボランティア活動できる方が多数いらっしゃるとよい。

196 民児協 酒匂 市民意識 高齢者
＊一人暮らしの高齢者の方か、民生委員との関わりを拒否しているが、体調が悪くなっていないか心配（外からの見守りのみ）

197 民児協 酒匂
連携・活動
のあり方

高齢者

「高齢者」
高齢者、独居老人が多くなり、何かあった時の対応がむずかしい。自治会長とは連絡を密にしておりますが。
「その他」
自治会役員・民生委員の高齢化、なり手が少なく、若手家庭は共働きが多く、意志の疎通がうまくゆかない点がかなりあります。７区は地域活動なは非協力的で賛同者が少ないよう
に感じます。
（防災小田原の放送が聞きとりにくい）
・防災マイクの音響、ひびきが聞きとりにくい事が多い。改善の余地あると思っております。
・加藤市長があっちこっちの会合に顔を出され、積極的に小田原市の考えを述べられ好感が持てます。

198 民児協 酒匂
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

子育てサークルを毎月１回開催している。特に毎月のプログラムはなく、気軽に参加でき、子育て中のお母さんの情報交換の場として利用していただき、年々参加する親子が増えて
いる。
地区社協の広報等で地域に周知しているが、外に出られない子育て中のお母さんの把握をしていきたい。

199 民児協 酒匂
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

・高齢者夫婦二人暮らしや独居の方に、災害や不慮の事故があった場合の対応など不安です。
・社会の無理解や偏見がまだあります。障害者が閉鎖的になったり孤立や孤独になる場合があるように思います。
・子供会活動等は地域のつながりも広がり良いと思いますが最近は入会しない子供が増えているようです。横のつながりが薄れてきているように思います。
・地域の幅広いつながりが弱くなっている気がします。日々の生活が大変な昨今、地域の活動やボランティアに参加出来にくい気持ちも分かるのでなかなかむずかしいです。

200 民児協 酒匂
相談・交流
の場

限定せず
その他　酒匂地区では、印刷局の厚生館を何かと使用させていただいていたが、２１年４月以降使えなくなったので困惑している。

201 民児協 酒匂
多様化する
ニーズ

限定せず

地域には色々な人の色々な要望（ニーズ）がある一方、それに答え得る有能な人材もまた多数いるものと思われます。人が何を欲しているか、そして誰が対応できるのかを把握でき
る仕組みを早期に立ち上げる必要があると思います。
民生児童委員だけでは、その力は高が知れていますが、関係諸団体等の力を集めれば大きな成果を上げることができると思います。福祉面を含めた「地域コーディネーター」が核と
なり推進できないかと考えます。

202 民児協 酒匂
行政への要
望
限定せず

・市民病院の対応について
　過去の受診歴がないと受付けない、紹介状がないと受付けない・・・となったが、何とか従来通りの対応を再考してもらいたい。
・父子家庭の特典について
　該当者を民児委員が調べているが、中々難しい。当該者については市の方で連絡するか、或いは民児委員経由で連絡する様にしてもらいたい。又、学校に相談に行っても「個人
情報」規制の点から教えてもらえない。
・城山の福祉センターについて
　高齢者の憩いの場にもかかわらず建物全体の内装が薄汚れている（含　お風呂）塗り直し、修復の計画はあるのでしょうか？

203 民児協 酒匂
連携・活動
のあり方

限定せず

ケアータウン構想について
＊行政、事業者、地域が一体となる・・・とあり、動き出したわけですが、この構想で重要なものは「地域」と思われる。行政、事業者はすでに確立されるべきものは確立出来ていると
思う。（但し、問題によりたて行政がネックの場合あり）
＊地域ケアについては住民の意識改革の場をどう設けるか（各種団体の意識改革も!!）。ただ組織を描くだけで、又は作るだけでなくもっとも難しい意識改革に重点を置く必要性を感
じる。
＊ボトムアップがどう出来るか、各種団体がどう融合出来るかが成功のカギになると思われる。
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204 民児協 酒匂
連携・活動
のあり方

限定せず

転入してきて７～８年で民生委員の役を受けたが、子育て世代ともまた、特に高齢世代とも関わりがなかったので情報収集に苦労している。私のところに民生委員の依頼がくるまで
には、何度となく拒絶された経緯が想像できる。民生委員の選出にあたっては、例えば居住１０年以上、１５年以上などある程度明確化された基準があっても良いと思う。民生委員
の仕事が、組織的に上がってくる情報にとどまらず、大半がそのすき間からの情報によって成り立っていることを考えると、より地域に密着した活動ができるのではないだろうか。ま
たそのことにより受けた委員の負担も軽減されると思う。それが無理なら、住民の地域社会への関心を喚起し、自治会の横のつながりを強化し、情報交換の機会をふやし、民生委
員の役割を更に理解してもらう必要がある。

205 民児協 酒匂
連携・活動
のあり方

限定せず

“今日の日本の「貧困」と地域の生活”（唐鎌直義　講演記録）という本を民児協定例会で渡されました。市福祉課職員の方のお話を聞いた時は、生活保護費が市の財政を圧迫して
いるのだなという印象を持ちましたが、この本を読んで、「お金はあるところにはあるんだ、それをどう社会保障費として役立ててもらえるのかということを、真剣に考えるのが根本的
解決につながるのではないか」と思いました。
私の貧しい頭ではよい策は浮かびませんが、例えば、
・寄付をしてもらえた時は、新聞やFM小田原、広報で大々的に伝える。
・イベントのお祭り、市（いち）などを積極的に行い利益の何％かは、社会保障費に組み込む。
・尊徳基金を作る。
・唐鎌先生の講演会を開いて市民啓発をする。

206 民児協 片浦
相談・交流
の場

高齢者

地区内にお年寄りや子供、子育てのお母さんが自由に集まり、活動のできるコミュニティーのような所があると良いと考えますが、地区が細長く、場所、管理する人など難しい面が多
い。
交通の不便、店や公共機関が少ないので、年寄りや子供たちが困っている。
高齢者が年々増加し、地区に１つはホームを必要とするのではないか。

207 民児協 片浦
行政への要
望

高齢者

地区としては昔からの住民が多い事から、隣り近所の付き合いは出来ているが、高齢化が年々進み、お年寄りが生活しにくくなってきている。
（例）バスが少ない事から、車が運転できないと買い物、通院が不便。
　　駅の階段が急すぎる。
　　電車とホーム間が広く、乗り降りが危険。
　　歩道がなく、歩行や横断が非常にあぶない。
　　坂道が多いが手すりが少ない。
　　診療所に車いすで行かれない。
包括支援センターを各地区に増設して欲しい。
各老人会の会長又は会員、小中学生にもこのアンケートを実施してもらったら如何でしょうか。

208 民児協 片浦
災害時要援
護者

高齢者
高齢者について！
老人の一人暮らし、又、老夫婦二人暮らしの家庭が増えており、サラリーマン化し日中若い人が少なく不安である。（特に災害時などに）

209 民児協 片浦
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者　：　縁者がいない老人が病気や死亡した場合に問題があると思います。老老介護も不安があります。
障害者　：　民生委員のかかわりが難しいと思います。災害の時にどのように対応したら良いか？
子育て　：　少子化で子育てサロンのお子さんの人数が減ってきていているのも心配ですが、サロンに出かけてこない人の方が心配です。

210 民児協 片浦 市民意識
高齢者、障
害者、子育
て

１．片浦は傾斜地ばかりで高齢者の歩行は困難・危険を伴う。
２．バスは学童通学が主体の運行で本数が少なく、土日、休日は運行せず。坂道ばかりなので自転車は無理。自家用車の持てない者は極めて不便。
３．日用品売店が少なく、ＪＡは平日の昼間だけ。いずれにしても根府川の駅の近辺だけ。これでは生活できない。
４．広場がない。子供の遊ぶ場所がないので、子供同士の触れ合いの機会が少ない。
５．中学校の閉校は寂しい。とにかく世帯を増やし、人口を増やすことを先ずやるべきである。

211 民児協 曽我
多様化する
ニーズ

高齢者

「高齢者」
　　住宅の半数が独居高齢者が住んでおり年々増加の傾向です。災害時ももちろん不安がありますが、日々の生活や健康状態も徐々に悪くなり、歩行困難で通院や買物はタクシー
を利用するが高額につき、ボランテイアタクシー又は格安送迎車の見当依頼の希望がある。

212 民児協 曽我
多様化する
ニーズ

高齢者

民生委員一期目の者です。たった一年半しか経ていないのに、受け継いだ時より民生委員の役割が増えたと感じています。特に介護の問題について感じます高齢化が進んで様々
な状況が複雑にからみあい日常的に当人や家族の問題が表面化して来ました。これは多分私の目が少し開かれ事実を握むことが出来るようになったという点があると思います。
そこでかいま見るのは特にサポートする家族がまだまだ自分達だけで問題を解決しようと努力しているという事実です。サービスや援助を専門家に相談出来るという制度を知らない
人が多すぎるという点です。実際、施設を利用した方達の気持ち、家族の意見は好評です。入浴サービス一つとっても快適であると聞いています。老老介護といわれて久しいが、そ
こに公的なサービスを加えることがささえる側にも当人もより快適な生活を送れると思います。
これは私自身が信頼されて初めて可能なことですが、そういう橋渡しをする立場の人をもっと増やしたらいいと思います。
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213 民児協 曽我
相談・交流
の場

高齢者、障
害者

高齢化について、また少子化について
　　７５才以上の方が８０余人、６５才以上二人世帯又は、高齢者と息子というパターンなどが多く、不安な面がある。この傾向は一層大きくなると思われる。一方、若い世代が少なく、
子供の元気な声が余り聞かれない。
障害者について
　　施設などで仕事（作業）はされているようであるが、地域とのつながりが薄いと思われる。
その他
　　気楽（気まま）に集まって、交流（おしゃべり）できる場が、身近かに見られない。

214 民児協 曽我
相談・交流
の場

高齢者、障
害者、子育
て

高齢者
　　昼の間二人だけの夫婦になった時、又は一人になった時、隣近所との連絡をどの様にするかが不安。
障害者
　　当事者や家族は外見ではわからない障害については近隣に理解を求めておくのが一番と思うが出来るだろうか。
子育て
　　住んでいる所では保育園、学校があるが、親と子供が集まれて話し合いが出来るとよいと思う。
各地域の役員が若年層となる為、役員を引き受ける人がすくないので困っている。

215 民児協 曽我 担い手 限定せず

１．大地震等突発的な大災害時、自身を守る事以外に何もできないのではないか、役員を引き受けた事に不安を感じる。
２．自治会、民生委員等引き受ける者が少なく、強引に「おしつけ」ているのが現状です。
３．各種団体の仕事量が増える一方である。これを減らす方法も考える必要あると思われる。

216 民児協 橘南 担い手
高齢者、障
害者、子育
て

高齢者
　　高齢世帯が多く、今後老老介護になる可能性がある。
障害者
    内部障害者は外見では分からない。個人情報の関係で行政も教えてくれない。
子育て
    共働き家庭が多く、地区内での情報交換は少ない。
その他
　ケアタウン検討委員会を立ち上げたばかりで内容もよくわかっていないのにアンケートを先にというのはいかがなものか？又、行政・業者・地域が一体となって支えるといううことで
すが、各団体の役員のなり手がだんだんいなくなると思う。

217 民児協 橘南
連携・活動
のあり方

高齢者、障
害者、子育
て

・橘地区の施設等
    ここ数年行政・企業等が合理化・効率化・省力化を推進してきていて、今まで小さな地区ごとに存在していた施設が大きな単位の地域に集約され、遠く離れてしまい大変不便に
なった。特に高齢者にとってはおおきな問題で、日々の生活に支障を来している。
・幼児の施設
    働きながら自分の子供を育てる親がほとんどの世の中で、子供（特に小学校入学前まで）を預ける施設が少ないことと、料金が高すぎることで何人も子供を育てるという気持ちを
もてなくなっている。

218 民児協 橘南
行政への要
望
限定せず

・今まではせまい地域のため、だいたいの人が顔見知りで生活の様子が把握できていたが、最近アパートなどに独居の人、母子家庭、父子家庭がふえ、性格、生活様子などがわか
らないので、対応するのに大変になりつつある。
・老夫婦だけの世帯が多くなり、買物、病院などへ行く手段がないのが心配です。（バスの便も少ない、頼れる人がいない場合など）
・個人情報保護の問題があり、障害者などの様子などの理解不足を感じている。
・ケアタウン構想について
　ケアタウン構想と言われても漠然としていて内容がよく理解できない。望むこととしては、どんなきめ細かな組織にしても相談できる人は出向いて解決の糸口をみつけることができ
るが、相談できない人（相談するという手段ができない人、身体的弱者）がいきやすい相談しやすい雰囲気をもった仕組み作りをしてほしいと思います。又、足の便の良い場所に拠
点を作ってほしいと思う。

219 民児協 橘南
行政への要
望
限定せず

ケアタウン構想の取組みについての説明のプリントを頂きましたが、サッとの説明で初めてかんたんな話だけでは何がなんだかわかりません。又、これからこの件に関しての説明会
があるのに、先にアンケートを取るという事態おかしいのでは・・・。又、地域によって近い所に設置されていればよいのですが、離れている地域においてはもよりの支所・市役所等に
行った方が早く対処できるのでは無いのでしょうか？
今現在においても、関係団体・地域・その他でまだまだ理解されてない団体等もあります。まず、各団体・地域の方々に○○委員はどの様な活動をしているという事を、理解をしてい
ただいた方がよいのでは。
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220 民児協 橘南
行政への要
望
限定せず

ケアタウン構想の詳しい説明もなく、アンケートと言われても記入するのに困っています。ケアタウンは地域に拠点を作り市職員を常駐させて、地域の相談を受け対処する所と聞い
ています。
相談者が自分から出向くというのは切迫つまっての事。それは、ケアタウンでなくても市役所でも支所でも行くと思います。簡単な相談、日常困っている事をケアタウンに行って相談
するのはむずかしいと思います。市民が行きやすい場所ならまだしも、少しでも遠いと高齢者は行きません。
私は各地区を常駐している市職員が回って色々な情報を得るのも良いと思います。地区行事にも参加して、行政と市民との距離を短くする事も大切だと思います。職員が建物の中
で待っているのでなく、進んで地域の輪の中にとけ込み、色々な話の中で相談出来る雰囲気を作ること、行きやすいケアタウンを作る事が大切だと思います。

221 民児協 橘南
行政への要
望
限定せず

説明もなく理解してないうちのアンケート、少々無理がある。地域に一人常駐には慣れるまで時間もかかると思います。
高齢者の筋力トレーニングの件、いそしぎ保健センターでスポーツ関係の教室も行ってるので、両方の参加は無理。週二回でスパンも長いし、農繁期（みかん）にかかると参加出来
ない。
民生委員の任期一期３年だと長いと思います。市では二期位続けて欲しいようですが、２年で二期位なら良いと思います。

222
民児協
（H21.2月）

十字
連携・活動
のあり方

限定せず
行政もしくはこれに準ずる組織から流れてくる情報サービス、逆に私たちがこれらに提供する情報サービスを取り囲む全体の枠組みが、多様化複雑になりすぎているような気がしま
す。もちろんその枠組みの中で、地域住民とのパイプになるのが私たち民生委員の仕事と心得ていますが。よりよいサービスの提供のためにも、ケアタウン構想の中で、わかりやす
い組織づくりをお願いします。

223
民児協
（H21.2月）

東富水
連携・活動
のあり方

障害者
包括支援センターは高齢者の対応だけ？精神に障害のある方、障害を持った方の対応も考えて欲しい。

224
民児協
（H21.2月）

東富水
行政への要
望
限定せず

ケアタウン構想については、早急に行って欲しい。計画ばかりでいつも遅い。

225
民児協
（H21.2月）

富水 市民意識 限定せず
去る3月加藤市長の講演会を拝聴し大変良い構想であることは理解できましたが、各地区において実施するに当たり、先日、連合自治会の区分けと中学校区が必ずしも一致してい
ないこと、住民と住民との関係が希薄になってきていることから、住民の意識を高めていくことが大変なことだと思いました。

226
民児協
（H21.2月）

下府中
連携・活動
のあり方

高齢者・障
害者

高齢者・障害者の把握等個人情報としての取り扱いが重要となるが、構想のように三者が協働し一体となって支えあうことができるよう充分検討願いたい。

227
民児協
（H21.2月）

国府津
連携・活動
のあり方

高齢者

ケアタウン構築に向け検討するときは10年先の高齢者の増加を予測し、施設をどう増やしていくか、ベッドの回転をどう高めていくか、最初の段階で方針を決め取り組んでいくことが
必要と考えます。
包括支援センターの活動が軌道に乗ると、一人ひとり状況が見えてくる。老老介護をしている高齢世帯、通所でリハビリしているが施設に入りしっかりリハビリをしていけば早く回復
するのでないかなど手を差し伸べたい人は今以上に多くなってくると思います。この人たちを施設へ入所させ早く回復させようとしても、施設のベッドが満杯で受け入れてもらえないと
いうことになると、包括支援センターが行っている活動が生きてこないことになる。ケアタウン構築の検討をするときは、高齢者の増加を予測し、施設をどのように増やしていくか、
ベッドの回転率をどう高めていくか、最初の段階で方針を決め、ケアタウン構築に取り組んでいくことが必要と考えます。

228
民児協
（H21.2月）

国府津
行政への要
望
限定せず

地域の住民の多くが一番理解を示すのが自治会ですし、確かに地域社会での核となるのは自治会ですので、自治会にもケアタウン構想による新たな支え合う福祉への理解を求め
ることも必要と考えます。（行政からはアプローチされているとは思っています）

229
民児協
（H21.2月）

曽我
行政への要
望
限定せず

「人間が生を全うする」人間を人間として認める事を前提に構想をまとめて欲しいと思います。人間の可能性を最後まであきらめず、本人に社会から必要とされている意識。自分は
人に喜びを与えられる存在であることを認識してもらえるようなサポートを含んだ連携であって欲しいと思います。これは非常に高度な支援であると考えられます。故に将来的には構
想の中に地域をなるべくせまく認識し、対応していった方がうまくいくのではないでしょうか。提案ですが、学校の先生、介護、福祉の専門家を育てる機関等で、農業、漁業、家内工業
の現場をご覧になり、そこでどう高齢者が生きていられるかを学ばれることを希望します。それがきっと構想に生かされると信じています。

230
民児協
（H21.2月）

曽我
災害時要援
護者

限定せず
ケアタウン構想もいいのですが、災害時での役割、分担の具体的な流れのやり方もご指導願います。

231
民児協
（H21.2月）

橘北
連携・活動
のあり方

子育て

ケアタウン構想の中に、「仕事をしながら子育てに励んでいる母親など、社会的に何らかの支援を必要とする方々が年々増えている。」と問題の提起はなされているが、現実には対
応にはかなり落差があるように感じています。例えば、放課後児童クラブの運営一つにとっても、1年生と3年生の児童がいる家庭では4月より3年生の児童が4年生になってしまうた
め、クラブを退会せざる得ない状態になってしまいます。この様なケースの場合は上の子供が卒業時まで最低限クラブで面倒見ることができないでしょうか。地域的には児童クラブ
運営会場も小学校以外の場所で運営していると聞いてはいますが、全市的一括的な考えも必要かと思われますが、できるところからスタートしてもよろしいのではないでしょうか。働
く母親の立場に立った行政の検討を期待しております。

232
社会福祉協
議会

新玉
行政への要
望
限定せず

福祉政策課から、今回のケアタウン構想や福祉に関するアンケート。　高齢介護課から、高齢者に対する生活機能チェックと称する個人へのアンケート。社会福祉協議会から、高齢
者に対するお達者チェックと称する個人のアンケート。企画政策課から、自治会に対して地域別計画の策定と称して、地域の防災、防犯、その他の対策計画を要請して来ている。
すべて必要なことだと思うが、行政側に横の連絡がなく、地域へ同じ様な要求や調査が来ている。そして、高齢者に関する調査などは、個人情報ということで他の課や同じことをして
いる会には結果を出さない。　もっと横の連絡を十分にして個人や団体に依頼することが先ず必要だと考える。
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233
社会福祉協
議会

幸
相談・交流
の場

高齢者
・高齢者に対する>健康促進を進めていますが、個々には関心が高いものの、催しとして行うと参加がとても少ない。（開催場所、内容等）考慮していますが、どう進めたらよいか、ア
ドバイスをいただきたい。

234
社会福祉協
議会

幸 担い手 高齢者
・自治会でも若者が転出し、高齢者が多くなり、自治会行事等が少数の人に集中してしまい、負担を感じることが多くなっている。特に自治会長、民生委員の仕事が多様化して後任
の選出がむずかしい。

235
社会福祉協
議会

二川
行政への要
望
限定せず

・小田原市を「福祉先駆地域化」する。「住んでよかった一歩先行く福祉都市小田原」を宣言し、福祉なら小田原、他の範となる手厚い地域を目指し、市の最優先政策とする。財源
は、ハコ物建設の見直しを重点に進める。特に城下町ホール建設計画の縮小・中止。理由は、巨費投入＋維持費を考えるとメリットよりデメリットの方が大きいのではないか。利用者
はごく限られた市民で全市民の何％が利用するか数値化して比較すべきである。
・サテライト地域住民（特に高齢者対象）交流センターを設置し、いつでも気軽に利用できる「憩いの場」をつくる。例えば、①銀座通り等のシャッターストリートの一部を活用する。②
空家（民家）の活用・開放
・生涯未婚高齢者が急増してくる。彼らが老後を安心して過ごせる支援体制作りの検討。

236
社会福祉協
議会

東富水 市民意識 障害者

１　小田原養護学校、梅香園等「障害者」の見守り
どのように対応したらよいかわからない住民が多い。青少年がいじめのような攻撃的な言動もある。その都度、施設の指導者と協力し対策をとっている。決して迷惑施設だと思う人
がいなくなるように効果的な対応をしていきたい。

237
社会福祉協
議会

東富水
連携・活動
のあり方

高齢者、子
育て

２　独居老人、子育てに悩む人々に対して
民生委員・児童委員が精力的に取り組んでいる。ボランティア組織も活発に活動しているが、それらの人々だけでない地域の人々の中で広がるような手助けを一層進めたい。

238
社会福祉協
議会

東富水
連携・活動
のあり方

限定せず

３　イベントだけに終わらない活動にしたい。
１小田原養護学校、梅香園等「障害者」の見守り，２独居老人、子育てに悩む人々に対して　に関連して日常的な活動を計画して実施している。「終わった。疲れた」にならず、波及効
果のある活動にしたい。

239
社会福祉協
議会

富水
災害時要援
護者

限定せず

[個人情報]＝守秘義務]具体的なルールが作られているのか、いないのか？現状で災害発生（特に大地震）した時、適確に把握され、処理ができるのか非常に疑問。
１.寝たきり、ひとり暮らし、要介護、障害者、家族構成の把握etc.
２．自治会長（他３役）と民生委員（在宅福祉チーム員）との情報共有化ができているのか、活動に結び付けられるのか。
３．単独の社協会長は単一自治会or自治会連合と直結しておらず、緊急時での役割不明確（浮草的存在となってしまう）

240
社会福祉協
議会

富水
相談・交流
の場

子育て

　[子育て支援]プーさんの会とミッキーの会それぞれ1回/月の活動（合同の時あり）富水社協では子育て支援活動について推進部を作り、民生児童委員（２人）を中心に地域セン
ターいずみで活動しているが、好評で親子で５０人を超える状況となっている。年３回はホールを使わせてもらっているが、その他は会議室の利用となり満杯の状態でトラブルが起き
ないか心配。月１回の活動なので、ホールを確保して優先して使わせていただきたい。

241
社会福祉協
議会

富水
連携・活動
のあり方

限定せず
ケアタウン構想を皆が協力できるようにするには、人材、人数が必要でもあるので、いつも協力できるとは限らない。

242
社会福祉協
議会

久野
連携・活動
のあり方

限定せず

ひとり暮らし世帯、障害者世帯、老人介護世帯等にあっては、特にこれらの世帯の中でも、地域の自治会組織に未加入の世帯等は、災害時防犯対策等において、地域の前面的な
協力や必要な情報の収集に困難が予想されるため、行政、地域（自治会、社協等）が一体となり、それらの課題解消のため万全の努力が必要である。　更に、このためには、地域内
にある各種団体の情報交換、交流等が常時図れるような態勢を保持、継続できるよう自治会、社協等の主導的な協力体制の確保が必要である。

243
社会福祉協
議会

大窪
相談・交流
の場

子育て
・現在公園らしき場所があるが、親と子供の遊べる場所がない。道路建設時（10年以上前）完成後すぐ公園ができるような話しが現況でそのままで何も出来ていない。子供を持つ親
の情報交換も出来ない。（子育て交流の場の不足）

244
社会福祉協
議会

大窪 担い手 高齢者
・各地区とも自治会、その関係団体の役員が高齢化し、その仕事量も増しており、高齢者役員では対応できない場合がある。役員のやり手が見つからないで困っている現況である。
（団体役員高齢化と次期人材不足）

245
社会福祉協
議会

大窪
災害時要援
護者

高齢者
・高齢者の暮らしの中で災害時どんな対応が出来るか不安がある。

246
社会福祉協
議会

大窪 市民意識 限定せず
・当地区の１３５号線高速道路入口の信号の変更を３、４年前より変更方をお願いしているが、今時も変更がない。交通量が多くなり、子供の横断時、危険である。
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247
社会福祉協
議会

早川
連携・活動
のあり方

限定せず

ケアタウン構想そのものは全市的規模で考えるものですが、個人個人にとっては自分の立っている地点、住まいする場所とそれにかかっている地域におけるケアタウンということに
なりましょう。
つまり、地域の中でのケアタウン、地域の中での福祉コミュニティ作りということが、現実における活動のポイントになると思います。　その地域の中での福祉の課題は、それぞれ異
なっていると思います。高齢化率の高い所、少子化の進んでいる所、住民同士の閉鎖性の強い所、農業や漁業従事者の多い所、商業者の多い所など、多様な現実があります。そ
の中での地域課題をよく見つめ、選択してそのことへの対策の具体化を図ることがそのポイントの生きる意味となりましょう。
只、厚労省の平成20年の私的な研究会での発表報告にあるように、その活動の大切な精神は（自助、互助、公助が三者一体になって）支えあう福祉ということになりましょう。
具体的には住民、地域団体、包括センター、行政が課題を共有して対策と実行、実現する、または住民、地域団体、教育施設、行政が課題を共有して対策を実行・実現する。そこを
今までの積上げてきた資源を活用しながらどういう姿を打ち出していけるか、それがキーになると思います。

248
社会福祉協
議会

山王網一
色
連携・活動
のあり方

限定せず

１　地区社協の財源は、市社協より受取る交付金の他に市社協より使途限定の援助金がありますが、地区社協としては自由裁量の余地はなく、１地区情報紙作成費、２一人暮らし
高齢者昼食会事業援助費、３世代間交流事業援助費、４在宅サービス活動援助費等があります。上記援助費２．４は、それぞれ各地区ボランティア・民生委員が高齢者との信頼関
係を強くして活動をしていますが、同時に高齢者世帯に対する情報の把握にもつながっています。
２　交付金（社協会費還元）は地区社協主催の事業として計画・実施している。
（１）福祉講演会を福祉に関連した知識豊富な方に依頼して講演会を年2回開催しています。
（２）研修視察の実施。福祉に関連の指導的な方々に参加していただき、各地の福祉関連の施設を年1回研修視察しています。（20年度視察先：①厚木市総合福祉センター②七沢リ
ハビリテーション脳血管センター見学）
３　各地区敬老会支援・健康普及員活動支援等を行っています。
４　21年度事業として、市高齢介護課より委託指導をしていただいている筋力トレーニングアップ事業は、参加者には体操は楽しく出来てよいと好評です。併せて健康寿命を伸ばし
てくれれば、医療費の抑制にもつながり、まさに一石二鳥ではないかと安堵しています。（高齢介護課の皆さん、石川様、運動指導員・小瀬様には感謝しています。）
５　地区情報紙作成については、地区社協の事業活動を広く周知徹底を図っています。地区社協の年度毎の事業活動の詳細を載せ、また、各種団体情報を記載し、地域住民の意
見や情報も受け入れています。年間3回：7月・11月・3月発行。発行部数：2,000部、全世帯対象

249
社会福祉協
議会

山王網一
色
相談・交流
の場

限定せず
６　地区社協。地区各種団体の主催する行事は土・日が多く、地区住民が参加しやすいが、他の公的団体（市・社協その他）主催の講演会・大会等は、ウィークデーが多く、参加しに
くい。また、行政指導の福祉関係の行事についても同じことが言えます。従って、各種役員・老人会・婦人会を動員することになります。（共働きの家庭が多い）

250
社会福祉協
議会

下府中 担い手 限定せず
〈担い手の育成〉地域での担い手となる民生委員、自治会長などが交代すると従来の機能を維持することに不安を感じている。

251
社会福祉協
議会

櫻井 担い手 限定せず

[高齢者]老人クラブへの加入が少なく、しかも減少していく老人クラブに何か不安を感じる。何の団体にも加入しないでいる高齢者が多くなってきている。
[子ども]子ども会への加入が少なくなってきている。
[ボランティア][団体役員]比較的ボランティア活動が盛んであると思うが、高齢化してきて後継者が少ない。また、老人会や子ども会も役員の引き受け手なく、自治会も役員になり手
がなく苦慮している。
[その他]シニアで犬を連れて散歩している人を多く見かけるが、農道の整備や福祉活動に時間を裂けないものか、また活動できないものか。　障害者対策：あしたばの会、子育ての
かるがもサロン活動等普及に努めたい。

252
社会福祉協
議会

櫻井
連携・活動
のあり方

限定せず
[施設]桜井地域内には放課後児童クラブの増設等をはじめとして医療や特別老人ホーム、保育園等比較的多くあると思う。また、その上に保育所、医療の複合施設ができるので大
いに期待している。包括支援センターと連絡を密にしたい。

253
社会福祉協
議会

桜井
行政への要
望
限定せず

社協の地域福祉活動計画に要望の多かったサロン活動は実施中だが、公園整備、通学路整備の要望はどこへいったら実現するのか。

254
社会福祉協
議会

桜井
行政への要
望
限定せず

ケアタウンのアンケートが福祉健康部から来た後に社会福祉協議会からも来た。双方の連絡調整はどうなっているのか

255
社会福祉協
議会

豊川
連携・活動
のあり方

高齢者

・ここの所、老人介護認定制度の段階が変わったように思われますが、変更で少しお困りの方もいらっしゃると聞いておりますが、いかがでしょうか。
・最近は高齢者が増えている事は承知していますが、ある老人夫婦の例ですが、一人は寝たきり、一人が腰が悪くやっと食事を作っています。そのような生活をしていますが、一日
おきに娘さんが他の市から車で来て食事を作っているようです。お風呂は、ケアの方が来て週１、２回入れてくださっています。最近そのような例が多くなっているのではないでしょう
か。もちろん民生委員さんも来ています。見ていてつらいですね。高齢者には、これから熱中症、水分不足等があります。気をつけていただきたいと思います。

256
社会福祉協
議会

下曽我
相談・交流
の場

子育て
・身近な地域で関わりを持ちながら、仲間の輪を広げ、支えあうことができ子どもの遊びができるところがないので、徒歩で行ける場があると良い。田畑や空き地など。
・安心した子育てができるよう地域の母子に密着した「子育てパートナー」として、子育て広場を開催している保育所を位置付けたらどうでしょう。

257
社会福祉協
議会

片浦
連携・活動
のあり方

限定せず
ケアタウン構想において、地域包括支援センターの対応は高齢者だけでなく、障害者、子育て関係も対応できるようにして欲しい。
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258
社会福祉協
議会

片浦
多様化する
ニーズ

限定せず

１　高齢・弱者が生活しにくい
・店が少なく、バス運行も少ない。車が運転できない人は買い物通院に不便。・駅の階段が急すぎる。・坂道が多く、手すりが少ない。歩道がなく、歩行は危険。・診療所に車椅子で行
けない。
２　若い世代を増やす策を講じて、人口が増え、活気ある地域にすることがまず必要。

259
社会福祉協
議会

橘南 担い手 限定せず
・地域で独自に事業や行事を継続して行っている現状にある中、市や市社協などから求められる事業が年々増している。従ってこれに係る者のボランティア活動の域を超えている。
このようなことから、事業の結果が全般的に薄く浅くなっているように見受けられる。この辺で市・市社協・各種団体が行っている福祉や健康に関する事業全体をきちんと把握し整理
する必要を強く感じる。

260
社会福祉協
議会

橘南
行政への要
望
限定せず

・平成19年度を初年度とし、平成23年度までの5年間の地域福祉について地域福祉活動計画が策定されており、これに盛られた事業に取り組み中である。加えて、今年度はこの計
画は見直しの年度に当たっている。ケアタウン構想は、その後計画を考えるものですが、地域としては、見直しの結果を待って考えたい。

261 老人クラブ 新玉 市民意識 高齢者

５０歳代の中高年男性の未婚者が増加しているようだが、このような人は、近所付き合いが疎遠になりがちで、老人クラブ加入には無関心でますます地域の交流が縁遠く。これらは
将来、年金、福祉介護、少子化などへの影響も懸念される。
この中高年男性を老人クラブに加入させ、近所付き合いをさせるにはどうしたらよいか。

262 老人クラブ 片浦
行政への要
望

高齢者
片浦中学校を福祉活動の拠点に
片浦地区も高齢化率が進んでいるので、片浦中を「片浦老人憩いの家」などとして老人クラブや福祉の拠点としてはどうでしょう。

263 老人クラブ
紀ノ宮老人
会(早川)

連携・活動
のあり方

高齢者
地区の各種団体が高齢者の団体老人クラブにもっと関心を持ってもらいたい。

264 老人クラブ
紀ノ宮老人
会(早川)

連携・活動
のあり方

高齢者
福祉を一人ひとりが関心を持つようにするには、隣組制度を復活させることである。

265 老人クラブ
紀ノ宮老人
会(早川)

市民意識 高齢者
隣近所の子供の名前も知らない狭い世の中になってしまった。金、物に不自由しない時代、これからの日本はどうなるのでしょう。行政がどんどん地域に入って、指導していただかな
いと、高福祉等は夢物語になりますよ。

266 老人クラブ
西北長寿
会（富水地
区）

災害時要援
護者

高齢者
災害時の場合、老人クラブの方々が知っておかなければならない第１避難所、防災訓練に進んで参加する。

267 老人クラブ
西北長寿
会（富水地
区）

連携・活動
のあり方

高齢者
介護の認定基準、年金問題等のテーマで高齢福祉課の職員の方の出前講座を１１月中旬に計画しております。

268 老人クラブ
紀ノ宮老人
会(早川)

行政への要
望

高齢者
ケアタウン構想って何ですか。

269 自治会
下曽我地
区自治会
連合会

相談・交流
の場

子育て

（子育て）
昔からの土地で、公園等がないため、子供達が集まって遊べる場所や親子等集まって話し合える場所があるとよい。

270 自治会
足柄第３６
区
市民意識

高齢者・障
害者

社会的弱者（障害者・要援護者など）への対応の難しさについて
　近年、個人情報保護法の施行により、プライバシーの保護に過剰反応が見られ混乱が生じている傾向があります。そのため社会の諸活動が萎縮されるのではないかとの、不安を
感じております。それは、個人情報の保護が一律に規制されていることが、問題ではないかと思われます。従って、プライバシー保護の対象を、例えば、預金額、病歴及び前科など
に限定して、むしろ、個人情報を社会の公共財として有効活用を図っていくことが、真に社会的弱者にとって、有益になるものと考えます。

271 自治会
足柄第３６
区
行政への要
望
限定せず

自由意見を述べさせていただきます。
　私は最近、率直なところ市政運営に違和感を抱いております。それは、市政運営に当たって、市民の意見を聞くとの美名の下に、市民に無用とは申しませんが必要以上の負担を
強いる結果となり、混乱を生じかねない状況にあり、大変憂慮しております。本市のように、人口約２０万人に近い都市においては、間接民主主義を採用することが、至極賢明な事と
思いますが、目下、本市の運営はこれに逆行しているものと感じております。我々市民は、一般選挙により、市民の代弁者として議員を選出しているのであります。又、各分野にはそ
れぞれの専門の組織や学識経験者がおられるのですから、市当局は、それらの面々と真剣に向き合って問題解決に当たっていくことが本筋であり、そのことを強く要望いたします。
いわんや、ともすると、住民のエゴを助長しかねないことを懸念しております。市政に愛着を持つ観点より筆を執りましたゆえ、ご賢察を乞う次第です。

272 自治会 桜井
行政への要
望
限定せず

地域福祉活動計画の福祉の課題は、地域別計画検討の中で市に要望していきたい

273 自治会 下曽我 市民意識 障害者

（障害者）
本人・家族は、どちらかと言うと隠したがるため、外からは分からないことがある。
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274 自治会 下曽我 市民意識 高齢者
（高齢者）
老人の一人暮らしの家庭があり、何かあったときに不安である。（現在、知人や民生の人が時々様子を見に行っている。）

275 自治会 下曽我 担い手 限定せず

（その他）
自治会・老人クラブ・民生委員・各種団体等の担当する仕事の種類が年毎に増えてきているため役員のやり手がいない。
退職年齢が５５歳から６５歳と代わってきているため、自治会の役員を受ける年齢が昔から変わらないので、会社勤めの人が多く、自治会の役員が見つからない。

276
社会福祉法
人（高齢者）

祥風会特別
養護老人ﾎｰ
ﾑ芳徳の郷
ほなみ

制度の枠 高齢者

中学校に１ヶ所設置する予定の地域包括支援センターを早い時期に充実すること。高齢者には、現在の担当（受持ち）区域が広すぎて、地域にタイムリーな情報を提供すること及び
各種団体や行政及び地域包括支援センターが開催する事業に参加すること並びに相談に出向くこと等が難しく、高齢者に優しいまちづくりを推進するため、さらには、介護予防事業
を積極的に推進するには施設（拠点）整備が不可欠であるので、早急な整備をする必要がある。

277
社会福祉法
人（高齢者）

東洋会介
護老人福
祉施設たち
ばなの里

制度の枠 高齢者

裕福な人は選択肢がたくさんあるが、お金のない人は入りたくてもどこにもいけないのが現状である。大多数の庶民の最後の受け皿（要介護４、５）として低額（５万～１０万／月）で
入居できる特養の建設を早急にお願いしたい。

278
社会福祉法
人（高齢者）

東洋会介
護老人福
祉施設たち
ばなの里

制度の枠 高齢者

療養型病床、老健、特養、グループホーム等の横の連携が取れていない。ベッド不足、介護支援（予防）が実際面で機能していないなど、それぞれ理由はあるが、行き場のない人の
社会的入居が出ている。根本的に改革が必要と思われる。

279
社会福祉法
人（高齢者）

東洋会介
護老人福
祉施設たち
ばなの里

制度の枠 高齢者

現状では従来から入居されていた利用者で、在宅で十分やっていけるような（介護度１、２）方が引き続き利用している。待機者が多数いる中で、やはり行政のほうで働きかけをし、
退去の方向に動きを作ってほしい。

280
社会福祉法
人（高齢者）

東洋会介
護老人福
祉施設たち
ばなの里

制度の枠 高齢者

介護保険が改正されるたびに、どんどん複雑化し、ころころと変更されているので国民の理解は遠のいていく。制度はもっと単純化し、国民にわかりやすくすることが大切である。

281
社会福祉法
人（高齢者）

東洋会介
護老人福
祉施設たち
ばなの里

制度の枠 高齢者

今回の改正で、介護認定の変更にかかわりなく、家族の希望に応じて１年間は前回の認定を受け入れるということは納得できない。介護認定の意味がなくなる。

282
地域包括支
援センター

第５地区地
域包括支
援センター
(千代中・
鴨宮中)

制度の枠 限定せず

・介護予防（運動器機能向上・閉じこもり予防など）を目的にした活動・施策があるが、その場所までの移動手段がなく、参加したくてもできない人が多い。
・認知症の方が行方不明になり、防災無線が放送されるが、行方不明になってから数時間後に流れる場合がある。安否が心配される。
・成年後見制度の利用が必要な方も多いが、費用が高額な為か、なかなか結びつかない。市民後見人を育成する必要性を感じる。
・高齢・障害・子育てなど、それぞれの分野では、ある程度の制度が整っているとおもうが、横の連携ができていないと感じる。

283
社会福祉法
人（障害者）

社会福祉
法人風祭
の森(重症
心身障害
児者施設)

制度の枠 障害者

＜障害児者＞
１　障害者相談支援事業について
障害者自立支援法に基づき、小田原市･箱根町･真鶴町･湯河原町は共同で障害者の相談窓口として４箇所の事業所を指定していますが、医療的ケアの必要な在宅障害児者の家
族にとっては、どこに相談をしたらよいかわからない現状です。
医療的ケアの必要な相談窓口を前面に出した相談支援事業所の委託は県内でもありません。
小田原市が先駆的な取り組みとして、県西地域における医療的ケアの必要な在宅障害児者の相談窓口を設置してはどうだろうか。

284
社会福祉法
人（障害者）

社会福祉
法人風祭
の森(重症
心身障害
児者施設)

制度の枠 障害者

＜障害児者＞
２　在宅重症心身障害児者の短期入所について
当法人では、在宅の重症心身障害児者が地域で安心して暮らすことができるように、冠婚葬祭や介護者の入院、旅行、休息などの場合に必要に応じて短期間、施設でお預りするた
めに２ベッドを用意し、そのうち１ベッドは緊急対応用として日ごろは空けています。
このベッドは在宅の重症心身障害児者が家族とともに地域で暮らすことへのバックアップ体制を強化するためのものですが、経営上厳しいものがあります。
市として緊急対応ベッドを制度化して空床補償を検討してみてはいかがでしょうか。
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285
社会福祉法
人（障害者）

社会福祉
法人風祭
の森(重症
心身障害
児者施設)

制度の枠 障害者

＜障害児者＞
３　医療的ケア支援事業
日常的に医療行為が必要な者や、気管切開、経管栄養、痰の吸引、胃ろうなどの管理等のため、看護職員による医療的ケア支援を必要とする重度の障害を有するものに対する障
害者地域生活サポート事業がありますので、小田原市でもぜひ取り入れて、在宅重症心身障害児者の地域生活へのサポートを積極的に図ってはどうだろうか。

286
社会福祉法
人（障害者）

明星会竹の
子学園相談
支援セン
ターエール

連携・活動
のあり方

障害者

・相談支援を行っている中で、障害者の相談と共に介護者が要介護（要支援）状態になっていることもあり、地域包括支援センターと連携しながら進めるケースもあります。地域包括
支援センターと障害者相談支援センターが共同設置されるとよいと思います。
・第三者後見人への報酬助成を確立してほしい。

287
NPO（障害
者）

小田原市
障害者サ
ポートセン
ターセン
ター

制度の枠 障害者

　私は、業務としては身体障害を主とした相談支援事業を担当しています。また、個人では、障害のあるなしなど枠を超えてふれあい、困ったときは助け合えるような交流の場作り（地域の居場所作り）
を目指して、２年余り前から仲間を広げる活動を始めています。
　何らかのケアを必要とする人たちへの対応として、今ある法制度には限界があり、またいちばん身近な市の行政組織においては横断的な地域の課題を包括的に考えるといった点でつながりがなかな
か図りづらい現状があります。
　生活者にとっては身近なところに小さなＳＯＳから「ちょっと困っている」を発信でき、これを受け止める横断的な地域の仕組みが求められています。
　その立場から、今回示されている【ケアタウン構想】は、そのシナリオにある視点に共感いたします。
では、この小田原の地ではどんな方法が可能でしょうか。

【取組みに当たって】
○　専門的あるいは全市的な機関は必要ですが、そこへ課題を持ち上げる地域ごとの「何でも相談窓口」がほしい。鍵は高齢・児童･障害などに関わる民間事業関係者･地域担当の行政職と、地域の
関係者（自治会･民生･地区社協）がどう協働体制を組めるかでしょうか。
　永く地域での活動経験の流れをもつ地域の関係者には、その経験が逆に新たな構想に対して障壁とならないような働きかけも行政にお願いしたいところです。
　例えば、今自治会で始まっているまちづくりの検討のやり方は、自治会ごとに任されている部分があると聞いていますが、地域の課題洗い出しの段階はできる限り地域住民全体に周知し声を聞くとこ
ろから徹底されないと、これまでと変わらず関係役員さんの話し合いの中で収束してしまう恐れがあります。
　また、地域の課題に対しても『福祉のことは民生さんやボランティアさんに』といった意識の壁を自治会役員の皆さんには飛び越えていただきたいと思います。
　そして、地域住民の声を直接、それも地元自治会から聞く（自治会長を知らない住民はたくさんいます）ところから始めることで、このケアタウン構想を市民一人ひとりが認知し参加意識へつながってい
くことが大事です。
　福祉政策課からという旧来の枠に縛られず、市長直属のケアタウン実行委員会から自治会役員への、慣例を超えた熱意ある説得を期待します。
○　次に、地区（地域割りをどのように考えるかもありますが）ごとに自治会単位で課題が集まってきたところあたりから、少しずつ専門の民間事業者（ケアマネ・障害相談支援相談員･子育て支援セン
ター相談員･市社協職員など）が入りながら、課題整理を協働作業として取り組む（プレ検討会）という案を提案します。

【かなめは拠点】
○　実際に地区ごとに愛着をもてる拠点を目に見える形でつくることが大切です。
・　地区関係者の活動拠点として（地区社協や地域のボランティア団体の事務局機能）
・　相談窓口をただ作って相談員が待っていても活用されにくい。
　（場所と時間の活用効率を高め、利用者層の拡大を図るため）市民活動団体が複数で協働運営する地域の居場所をつくり、地域住民なら誰が来てもお茶ができ、レク的なメニューが自由に利用できる
・　場所は、既存の建物（小中学校の空き教室など）や空き店舗を活用したい。
　しかし、誰でも来やすいよう、ユニバーサルなフロアやトイレなどのつくり、駐車場の確保、ちょっとした個別相談ができる小さなスペースはほしいところです。（今、各地でこの地域の居場所づくりが市民
　ニーズは確かにあるので、これを行政と事業者と市民の協働で事業化できたら全国レベルでも、新しい「小田原方式」といえると思います。
◎　各地区担当者の間で地域課題として検討し、そのレベルで解決が難しいものは、市域レベルの会議にあげて検討する、定期的な討議の層ができれば理想的です。
　そして、地区どうし、ニーズにあった特色ある運営の取組みを工夫し競い合って研鑽していけるとステップアップも図れます。
　ぜひご検討いただけるとありがたいです。

288
NPO（障害
者）

ありんこホー
ム作業所
（肢体不自
由児者父母
の会構成
員）

相談・交流
の場

障害者

障害や年齢を超えた人たち、誰でもが気楽に立ち寄れる居場所、拠点作り、その中で困ったときには声をかけたり、相談事業があってもどこに相談にいっていいかわからない人達の
ＳＯＳの声も聞かれて専門機関などにもつなぐ事も可能になると思います。地域で知り合いをつくりふれあいの場になると思います。（コミュニティカフェ）

289
NPO（障害
者）

ありんこホー
ム作業所
（肢体不自
由児者父母
の会構成
員）

制度の枠 障害者

在宅の障害者の親なきあとの問題を考えてもらいたい。（重度心身障害児者にはグループホームはむりだと思います）

290
NPO（障害
者）

スペシャル
オリンピッ
クス日本・
神奈川

相談・交流
の場

障害者

４年前小田原でスタートした陸上プログラムでは知的障害者に口コミで広がり、ニーズに応えるための指導者、ボランティア、陸上競技場の確保が難しい。スペシャルオリンピックス
は、週末の活動で、城山競技場や小田原アリーナなどの施設を定期的に確保したい。
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291
障害者支援
団体

精神障害
者連絡協
議会西湘
友の会

制度の枠 障害者

平成１８年１０月１日に精神障害者保健福祉手帳に写真の貼付が義務づけられましたが平成２１年７月現在で手帳は２年に１回書き換えがあるので写真の貼られていない手帳は無
いもののと推察されます。にもかかわらずバス等の公共交通機関の半額割引は小田原市においては行われていません。神奈川バス協会に問い合せたところ財源の裏付けが無け
れば難しいとのことでした。しかし昨今の財政状況を見るとこれも又難しかと思われます。バスの手帳による半額免除は民間事業者と市民の代表である市長とのトップ同士の話し合
いによるしか解決の道はないと思われます。是非トップ会談を実行して下さい。

292
障害者支援
団体

精神障害
者連絡協
議会西湘

行政への要
望

障害者
市障害福祉計画第１期では平成２１年までに地域活動支援センターＩ型の設置がうたわれていましたが第２期計画でも確約されていませんので、地域活動視線センターＩ型を早期に
設置してください。

293
障害者支援
団体

精神障害
者連絡協
議会西湘
友の会

連携・活動
のあり方

障害者

・市にも職業訓練校があるが、対人関係に弱い精神障害者が通所するのは困難。市にある民間教育機関関係者が「ぽけっと」「やすらぎ」精神病院等で精神障害者に配慮すべきこ
とを学習し、市が教育クーポン券を発行し、精神障害者が通所しやすい施設を体験学習などで選びクーポン券に応じて民間教育機関に助成金を支給することを提案します。
・精神障害者が就労した場合、家事がおろそかになりがちです。将来の単身生活も想定し、ホームヘルパーの活用を早期から考慮すべきです。
・健常者ばかりの職場では、対人関係に悩み、定着率が下がります。同じ作業所、デイケア、就労継続Ｂ型などのメンバーでグループを組んで就労することも提唱します。

294
障害者支援
団体

聴覚言語
障害者福
祉会（難
聴）

多様化する
ニーズ

障害者

聴覚障害者は全部同じではなく、ロウ者、難聴者（中途失聴者）と、コミュニケーションの方法が違う。
話せるが聞こえない私たち中途失聴・難聴者は見た目では分らないし、理解されていない。そのため、家の中に引きこもりがちになる。コミュニケーション保障がもっとあらゆる所でさ
れてほしいと思う。
手話通訳者・要約筆記者の養成に力を入れてほしい。高齢による難聴者も年々増えていると思うので、コミュニケーション対策を考えてほしい。

295
障害者支援
団体

小田原市
手をつなぐ
育成会

制度の枠 障害者
（障害者）知的障がい者が（家庭）親子で過ごすことが多いのに支援者が少ないし、日中支援、児童デイサービスが少ない。
ヘルパーは女性が多く、障がい者は男子の方が多い。同性介助を希望

296
障害者支援
団体

小田原市
手をつなぐ
育成会

災害時要援
護者

障害者
（災害時の居場所）災害が起きたとき、人ごみが苦手だったり、重度になるほど避難所で過ごすのは難しい。避難所に行けない場合の対応を考えて欲しい。

297
障害者支援
団体

小田原市
手をつなぐ
育成会

制度の枠 障害者

・高卒後の施設が増えず、これから失業する障害児の受入が困難になっていること
・子どもが学齢児の場合、特に長期休業時、受入事業所が少ないため集中するので見てもらえない場合が多く日中親子で過ごす分、お互いストレスを感じ向き合えない。
・知的障害は、行動や言動を誤解されることが多く、外に出るのが難しい。

298
障害者支援
団体

小田原市
聴覚言語
障害者福
祉会

多様化する
ニーズ

障害者

聴覚障害の種類が様々あります。
　日常会話で手話を使っている人の事　→　ろう者
　手話を使わない人の事　→　難聴者
ろう者と難聴者のコミュニケーションはまったく違っており、ろう者が必要としているのは手話通訳、難聴者が必要なのは要約筆記（紙など書いてもらう）
ろう者と難聴者の違いを理解してもらいたいと思う。
イベント、講習会、災害時、病院へ行く時など、情報保障としては、手話通訳と要約筆記が必要となっております。

299
障害者支援
団体

ＪＤＳひよこ
の会
連携・活動
のあり方

障害者

障害を知らないことで相手に壁を作り無関心になりがちですが、障害者と関わることで働く意味を知って欲しい。そのためには、知的障害者と過ごす機会を作り、様々な個性を知ると
ことに尽きる。そのためには、障害者団体等のボランティア活動を企業が奨励、又は研修として派遣する。特例子会社を立ち上げ、知的障害者雇用に貢献する企業を求める。現在
市内には特例子会社は存在しない。他市の企業を視察して雇用促進を図る。

300
障害者支援
団体

視覚障害
者福祉会

多様化する
ニーズ

障害者

視覚障害で困難なことは、①読み・書き②歩行・移動③情報収集です。全盲の場合、外出が困難なため家に引きこもりがちになる。必要な外出はヘルパー家族とともに外出するが、
一人で外出する場合危険なこと（交通事故・ホーム転落等）や方向が分からなくなってしまうなど自由な外出とは程遠く、苦痛である。視覚障害者が単独歩行のとき周りの手助けが
必要です。災害時、緊急時には地域からの情報提供や避難誘導など声をかけてもらうことが実現できる具体策です。

301 保育所
富水保育
園
制度の枠 子育て

「安心して子育てできる暮しやすい街づくり」病後児病時保育について
　景気の低迷する中、経済状況も悪く母親の就労を余儀なくされ、仕事復帰のため低年齢児を保育所に入所させても、体力のない乳幼児は集団生活の中で病気にかかりやすく、病
気中は園を休み家庭保育が必要なため、仕事を急に休まざるを得ない、パート雇用ではすぐ職を失い働く意欲があっても思うようにいかない。
小田原市では民間保育園の病後児保育所１箇所のみ、利用人員にも限りがある。一番困っている親と子を包んでくれる子育て支援が一番大切だと思います。
病児保育の取り組みは地域格差が大きいが、他県では小児科病院に併設されている病児施設、保育所と小児科医の連携の上に成り立っている施設等もあり、保育所に併設されれ
ば一番良いのですが、設備の件、人的配置等大変な面がある。
行政の取り組み、地域社会の支援がなければ子育てと仕事の両立は難しいと思う。（少子化対策のためにも）

302 保育所
社会福祉
法人春光
保育園

相談・交流
の場

子育て
〈子育て〉
・親子、母子でゆったりと遊べる、憩える場をもう少し工夫してつくるとよいのでは・・・。
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303 保育所
市立桜井
保育園

相談・交流
の場

子育て

＜子育ては楽しい＞　社会全体で子育てを見守る
・子育てを楽しんだ親に育てられると、その子も子育てを楽しめる。
・親が働くための支援ではなく、子どもが親子のふれあいを楽しめ、子どもらしく生活できるよう子どもの立場に立って養護される社会が望ましい。そのために子どもたちが伸び伸びと
遊べる場所、児童館、広場、公園の充実
・小学生から高校生くらいが学び、遊んだりできる図書館や科学館
・伝承的な遊びやならわしの継承ができる場や機会（鎌倉市の「てらこや」）が継続して行われる。
・子育て中の親が「ほっ」とできる場が、身近な地域の中にあると、そこで集い、子育てのヒントが交換できる。
・子どもを産み育てることが楽しくなり、低年齢児の時期には保育所で過ごすための待機児童対策をするより家庭でできる限り見守られて子どもが育つように母親支援ができると未
来に子どもたちが子育てを楽しめるようになっていく。
・思春期の子どもたちに乳幼児と触れ合う機会を作り、乳幼児を慈しむこと、可愛らしさに気づき、自らの幼かった頃の記憶を取り戻す。

304 保育所
社会福祉
法人春光
保育園

市民意識 子育て

〈子育て〉
・県・市の「0歳児検診」や妊娠中の「母親教育（父も含め）」等で、「しつけ」等に関する啓発も必要なのではないか。（子どもの自由を尊重することと、発達を促すメリハリのある関わり
方が分からずに放任してしまうことの違いが理解できていない場合が多く見受けられる。）

305
子育て支援
団体

託児ボラン
ティアグ
ループはち
の会

多様化する
ニーズ

子育て

子育て期の保護者が社会参加しやすいように市内公共施設に環境整備された託児室の整備が望まれる。理由としては、子育て期の保護者が学習する講座等が増えている。依頼さ
れる子どもの低年齢化が進んでいる（０歳児要望もあり）。会議室での託児も多く、トイレまで不便を感じるなどがあげられる。

306
子育て支援
団体

おはなしこ
ひつじ

相談・交流
の場

子育て

幼児を連れた母が友達を作れたり、様々な講座があって、わらべ歌で遊んだり、読み聞かせの会があったり、子育てに大切なものを提供できる場所、児童館を整備してください。既
存の古民家などを利用しても良いでしょう。夕方からは放課後の子どもたちがおはなし会に参加したり、昔遊び、トランプ、将棋などに興じたり。地域の様々な大人が支えていけたら。
特にシルバーの方や子育てを一段落したお母さん経験者のお力をお借りして。また、このような取り組みをしている団体へ市が補助する。

307
健康おだわら
普及員

相談・交流
の場

高齢者

・高齢者が増えていく中で、各地域で利用しやすい場所、手軽に話し合える場所があるとよい。（軽い体操ができる器具などもあるとよい）
・子供が少なくなっているので、地域の大人の目がいきとどく安全な場所がほしい。（開放的な公園ー高齢者の方もりようできるもの）
・自治会･民生委員など横のつながりも蜜にした地域づくりをどうやっていくか。これからの課題だと思う。

308
医師会・歯科
医師会・薬剤
師会

小田原薬
剤師会

連携・活動
のあり方

高齢者

【高齢者】
①独居高齢者の見回り・相談事業の強化
横浜・川崎などでは、民生委員のほかに、介護相談員として、独居・高齢者世帯を訪問し、相談、安否確認を行っている市町村もある。小田原市の介護相談員は施設の循環訪問の
みしか行われていない。同様のことができないか。
⑥高齢者の生き生き体操などに参加をしたいが、車でしか利用できないところで行っている。もっと利便性の良い場所を希望。（やっていること自体をもっとアピールして欲しい。）特
定高齢者でなく、もっと元気な人も利用できるようにして欲しい。高齢者が楽しめる場所の提供を希望。
⑫市営住宅の再整備、高齢者が住みやすい住宅の提供、街づくり。

309
医師会・歯科
医師会・薬剤
師会

小田原薬
剤師会

制度の枠 子育て

【子育て】
②育児施設が不足している。特に病後、障害を持っている幼児の受入先がない。看護師のいる育児施設が少ない。
③もう少し遅くまで預かってくれる学童はないのか。6時では早すぎる。

310
医師会・歯科
医師会・薬剤
師会

小田原薬
剤師会

行政への要
望
限定せず

④夜間の道路の標識が見難い。点滅式などの標識の導入。高齢化が進み、見難いように思われる。
⑤酒匂のサイクリングコースに夜間でもできるように電灯をつけて欲しい。（夜間でも安心して利用したい）
⑦小田原の地下街に高齢者デイサービスと託児所のようなものを併設しているような施設に変えたらどうか。車で入れるように改装する。
⑧小田原城の周辺公園の整備、高齢者も幼児も楽しめる場所にして欲しい。星崎記念館（図書館）を旧丸井のビルに移転して欲しい。鴨宮図書館のようなところを駅前に欲しい。
⑨小田原駅の周辺の整備。高齢者の雇用の場の確保。お城に続く道を江戸町風に変え、観光業の強化。
⑩小田原の伝統工芸を集約し、高齢者の雇用の場としても、また観光の目玉としても広くアピールする。
⑪観光客(外国人）にお土産として進める物、販売しているところがない。
⑬小田原市立病院のベッドの増床
⑭クルニカルパスの普及による医療・介護の連携の強化
⑮橘に工業団地ができた。西湘バイパス・東名にも近いが、そこまで行く周辺の道が狭く、大型車が通れずかえって利便性が悪い。改善ができないか。小田原の活性化が進まない
と雇用が生まれず、人の流失につながり在宅での介護の担い手がいなくなる。

311
食生活改善
推進団体

行政への要
望
高齢者、障
害者

車椅子使用者（自力で歩行が困難）です。
近所には歩行困難なお年よりもいます。自宅から外出する際、幹線道路に出るまでの道路が凸凹していて車椅子を動かすことができません。近くに駐車場があり居住者以外の利用
者もあり通行が多いため、道路の傷みがひどくすぐ穴があいてしまいます。個人で補修してもすぶ窪んでしまいいたちごっこです。なんとかなりませんか。
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312
食生活改善
推進団体

行政への要
望
高齢者、障
害者

幹線道路では歩行者道も狭く斜めになっている所も多く通りにくい。車道の端は通行量も多いため怖く外出もままならない状態です。障害者や年寄りは困っているのが実状です。酒
匂在住者。

313 一般市民
連携・活動
のあり方

高齢者、子
育て

少子高齢化で大変だと枕詞のように言われますが、子どもと高齢者を共にケアの必要な人ととらえると、「子ども＋高齢者」は人数が一定だと考えられます。子ども用の施設（小学
校）を高齢者に開放し、一緒に遊んでもらう仕組みを作ると、高齢者も元気が持続し、子どもも喜ぶと思います。高齢者は車椅子に乗れる人（介護３）までは参加可能と思います。以
上は育ち行く人（子ども）と衰えて行く人（高齢者）は馬が合うということからの提案です。（施設の有効利用という観点からは、小学校と幼稚園、保育所の垣根を取り払うことも有効だ
と思います）

314 一般市民 制度の枠 高齢者

　友人のご主人が脳内出血で先日倒れました。東海大病院にヘリで運ばれ、今は、七沢病院でリハビリしています。介護度を認定してもらうために調査員を頼まなければということ
になったとき、病院の人が言った第一声が「えっ小田原？小田原は遅いのよ！」。ずっと以前から、神奈川県内で小田原は調査員が来るのが遅いことで有名だそうです。事実、１か
月以上たってから来たそうです。
　その理由は何なのでしょうか。ケアタウンどころではありません。ぜひ改善を！

315 一般市民 制度の枠 障害者

はじめて応募します。小田原市内在住の【自閉症５歳児】の父親です。わが子と同様に自閉症児や知的障害児、肢体不自由児など就学前の幼児が通園できる施設を増やして欲し
いと思います。
小田原の現状ですと、０歳から３歳までは市内に複数ある？自立支援施設に通所できるが、３歳から就学前までの期間は、曽我にある「富士学園」のみとなります。また、小田原を
中心とした足柄上郡と下郡の広域で見た場合でも就学前に通園できる施設は「富士学園」のみとなります。この「富士学園」は、社会福祉法人（＝言わば個人経営）の福祉施設であ
り未来も継続した事業運営が約束されている現状ではありません。この件についても障害児の親として不安材料です。
人口比で言えば、次のとおりです。（Ｈ２１.３.３１現在）小田原市＝１９６，９１６人に対して、１施設小田原市含めた広域＝３１４，５８８人に対して、１施設です。１施設に入園できる児
童数や受けられるサービスにも当然に限界があり、通園させたくても通園できない児童や子育てに悩まれる親達も多くいると思います。
就学前に通園できる施設が、もうひとつ増えれば待機児童や親達の不安も改善する方向にあると思います。もしも、ひとつしかない施設が突然に事業サービスを廃止した  場合は、
行政側で迅速な対応を行ってもらえるのでしょうか。また、同業サービスの施設が増えることで事業サービスの内容もお互いに良い刺激を受け、相乗効果が期待でると思います。先
のあげた人口比でも、３０万人前後の近隣市では複数の通園施設が市内に存在していると思います。
就学児になれば、地域の小学校や養護学校などの選択肢が増えますが、就学前では「個人経営の社会福祉法人」ひとつだけと  いう現状を行政として、早急に検討お願いいたしま
す。

316 一般市民
連携・活動
のあり方

障害者

　息子は統合失調症です。やすらぎの集まりに何回か参加したのですが、担当者の男性とうまく合わすことができず、もう行かなくなりました。今は、サポートセンターの瀬戸さんが、
ていねいに対応して下さるので、そちらの方に行っています。積善会の方に委託されているとのことですが、担当者は、表情が豊か（オーバーではなく自然体で）な人でないと、精神
障害者はただでさえ相手の表情に敏感です。せっかくある施設なのに行けなくて残念です。
　マロニエにある元喫茶店、現在閉鎖されていますが、あそこの管理を委託されている団体が使わないのなら、精神関係の施設は少ないのですから、あの場所を精神関係の施設に
していただけないでしょうか。より多くの人が集まれると思います。
　一般社会の安心を作るためには、精神病の人がより楽しく生きられるようにすることが大切です。無差別殺人は、もちろん殺された人は本当にお気の毒ですが犯人もきちんと治療
を受けていなくて、かわいそうです。精神を患った人が安心して行ける場所を増やしてほしいです。

317 一般市民
連携・活動
のあり方

高齢者

「新しい小田原」にいっしょに汗を流し、地域の問題は地域で解決とケアタウンの叫ばれている昨今です。介護従事者の人材不足・予算不足の解消に一挙両得では？と、私の提案
にお耳をお貸しください。
　年令に関係なく、元気で体力のあるうち、福祉関係のボランティアを蓄積（ポイントカード・キャンパスシティ式等）し、自分が介護を受けなければならなくなった時点で蓄積のポイント
が使えるという相互扶助制度が作られれば、だれもが安心して、豊かな老後が送れると思いますが・・・。いかがなものでしょうか。ご検討ください。

318 一般市民 担い手 高齢者
高齢化が進み、また、地域住民の気持ちが希薄化している中で、自治会の役員等になる人がなく自治会運営が大変むずかしくなってきている。

319 一般市民
行政への要
望
限定せず

急速な高齢化や少子化が進む中で、高齢化・次世代育成・子供達の教育問題を主に捉えて考えて行かなければなりません。
税収が伸び悩む中で現在行われている事業も必要であるか、しっかりと検討し、廃止すべき事業は勇気を持って廃止し、新しい時代に合った事業を実施してください。
行政が出来る事、市民がする事をはっきりと示した方がよい。

320 一般市民
行政への要
望
限定せず

何故、団体事業者でなければ意見を述べられないのですか、個人ではいけないのですか?
私は3人以上の団体には属しておりませんが法律やその他の問題は誰よりも専門的な知識はあると自負しております、したがって近隣の方、友人、高齢者の方、身障者の方、生活
にほんとに困窮している方等々相談に乗りアドバイスしております、今回は個人ですので、内容は申しません、団体、事業者、にかぎられているみたいなので。システムはおかしいで
す。

321 一般市民
行政への要
望
限定せず

小田原市に住んではおりませんが気になることがございましたのでメールいたしました。久野霊園ですが自然の中にあり静かなところですが途中道路の整備がされておらずまた霊
園の中も急な階段が多くお墓参りのかたは大変そうでした。小田原市のバリアフリー計画の中に入っているかもしれませんが藤沢市の江の島にあるエスカーのようなものがあれば
いいと思いました。高い所にあるのでゴンドラやケーブルカーをつくれば途中子供たちの公園もありみなが集まり楽しめ亡くなった方にも会いに来れると思います。

322
ボランティア
団体

もりの恵み
～あしがら
の森で

連携・活動
のあり方

限定せず

市民ひとつはボランティア＝奉仕をしましょう
１　各地区神社＝鎮守の森を地域みんなで整備しましょう。各自治会が氏神様をとりまいて祭事することは日本人本来の姿です。
２　地域の植栽、公園、学校、河川の草むしりは地域でやりましょう。
３　ごみ＝資源再利用を地域でやりましょう。
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323
ボランティア
団体

地域ささえ
愛　あみん

相談・交流
の場

限定せず

地域の居場所「コミュニティカフェ」をつくろう
スペースの確保を行政支援し、希望する市民活動団体が運営委員会を作り、協働して、空き時間を減らし、利用度を高め運営します。ルールのもと、誰でも利用でき、ちょっとした困
りごと相談の水先案内人の機能（県が進めている「地域福祉コーディネーター」の役割にも通じます。）も兼ねることで、地域住民のＳＯＳの声を早い段階で必要な支援につなぐことも
可能になります。

324 その他
市民提言
会議おだ
わら

相談・交流
の場

限定せず

ご近所の顔見知りを増やそう
独居（老人）が増えている。挨拶、地域の祭事、イベントの活性化が基調となる。地域の祭事、イベントのお役目をどんな小さなことでも良いから持ってもらうよう、子ども会、婦人会、
老人会、いろいろな趣味の会、などを通じて働きかける。

325 その他
市民提言
会議おだ
わら

相談・交流
の場

限定せず
ご近所の顔見知りを増やそう。気軽に趣味活動などに参加できるよう勧誘しよう。挨拶活動に巻き込もう。子どもがつなぐ縁は強いものがある。地域の何か役目を持ってもらうよう
に、誘うことも必要。

326 その他
市民提言
会議おだ
わら

市民意識 高齢者
相手が喜び、笑顔に囲まれる。奉仕の心で沸いてきて、高齢者としての生きがいを感じる。感謝の心のない人生はわびしい。人と接すると元気をもらえるので、接する機会は豊富に
欲しい。

327 その他
足柄下の
教育を考え
る会

多様化する
ニーズ

限定せず

介護支援ボランティア制度を作りましょう
ボランティアの意欲はあってもどこから始めるか考えている人にとっては、入り口を用意してあげる必要がある。少子高齢化・核家族化の進行に伴い、地域のボランティアの支えなし
では地域社会は維持できない。

328 その他
青少年育
成推進員

相談・交流
の場

子育て
子どもを遊ばせる公園がない。東京都墨田区では半径１００メートルに１つ公園があり、区が借上げている。簡単な公園でも良い。

329
ケアタウン委
員

制度の枠 限定せず

Ａ委員
　ケアタウン構想の策定で期待されている地域社会のイメージは、これまで多くの議論が重ねられながら、実現できなかった課題であり、その原因は強いて言えば、住民の意識と行
政の政策決定システムに要因があったと言えよう。特に、市行政にはこれまで地域福祉計画の策定過程に、住民が参画する仕組みが設けられてなく、活動を推進する具体的な手
立ても講じられてこなかったのが実態である。ついては、今回のケアタウン構想策定に当たり、次の提案を申し上げるので検討の一助とされたい。

330
ケアタウン委
員

制度の枠 限定せず

Ａ委員
　１．現代社会の様々な病理現象は、常に地域社会から発生するので、地域社会の再生こそ最も有効な手立てである。そこで市内を複数の生活圏に設定し、圏域毎に公的福祉
サービスの一元的な窓口を作り、住民が必要な福祉サービスにスムーズにアクセスできる総合相談体制を整備する。

331
ケアタウン委
員

制度の枠 限定せず

Ａ委員
　２．市行政は「生活圏域毎の地域福祉」を推進するため、活動する住民に対し行政情報や福祉サービス等の情報を伝える仕組みを作り、住民自身が適切な判断のもとに地域福祉
計画が策定でき、その住民の意思を受けて「本市の地域福祉計画」が策定されるよう仕組みを整備する。

332
ケアタウン委
員

相談・交流
の場

限定せず

Ａ委員
　３．市行政は住民による地域活動を支援するため、公的施設や空き校舎・余裕校舎等を活用して常設のサロン（拠点）を整備し、専門的な対応ができるコーディネーターを配置し
て、住民が気楽に立ち寄り食事が摂れたり、連絡ができて情報を共有し、協議して共に活動できるよう支援する必要がある。

333
ケアタウン委
員

制度の枠 限定せず

Ａ委員
　４．地域福祉活動を推進するためには、サロン（拠点）や事務局の運営費、活動財源の確保が不可欠であるので、市民の理解を得て「地域福祉推進寄付金（仮称）」を創設し、その
一定額を「市民税の控除対象にする」など、安定的な財源確保について工夫するべきである。

334
ケアタウン委
員

連携・活動
のあり方

限定せず

Ａ委員
　５．地域福祉活動を推進するためには、活動の「核」となる若い人材が必要であり、そのためにはサロン（拠点）を活用して、いつでも相談ができ子育て支援が受けられる、地域ぐる
みの福祉活動が展開されるよう期待したい。

335
ケアタウン委
員

市民意識 限定せず

Ｂ委員
　１．小田原は、山、丘陵と海で囲まれた相模平野に広がっており、箱庭みたいな街です。しかし、囲まれてる分、小田原市以外への関心に乏しく、その中で、地域間で張り合ってし
まい、市民としての一体感に乏しい気がします。
　東海道線、酒匂川などに区切られ、それぞれの地域が他地域に対して排他的な感じがします。確かにイベントや祭りもやっていますが、幾分、観光的であり、商売主義的でもあり、
本当に郷土意識からなのか疑問です。参加しているもの、していないものに二極化を感じます。小田原市は歴史のある地域なので、それを生かすやり方も、また、それにとらわれて
いてはできないこともあるので、両方向で考えるべきでしょう。

336
ケアタウン委
員

相談・交流
の場

限定せず

Ｂ委員
　２．現在、中学生、小学生２人の娘を持つ身としては、女の小中学生が仲間と地域でいきいきと活動する場が非常に乏しいと感じます。男の子は、サッカーや野球のクラブなど、ス
ポーツ活動が地域で盛んなのですが、女子にもサークルや部活はあるにしても、連日の長時間の練習など、普通の女子には入るのが厳しいところがあります。結局、なかなか活動
の場がないので、自宅内に一人でいる時間が長いです。何とか女子が小中学校時代に皆と熱心に取り組める思い出にできる活動の場がほしいです。（親も協力が必要ですが）
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№ 団体区分 団体名等 視点 分野 自由意見

３．ケアタウン構想や福祉に関することについて　

337
ケアタウン委
員

市民意識 限定せず

Ｂ委員
　３．子ども会もありますが、内容は男子中心で、球技大会の練習なども、勝利至上主義で、運動能力の低い女の子は、真面目に練習に通っても試合にも出されず、練習にも出てこ
ない運動神経の良い者がむしろ試合に出ている状況で、公平性の見地からも子ども会運営にも問題があり、結果として、加入率は低いです。ここにも、二極化が生じています。

338
ケアタウン委
員

市民意識 限定せず

Ｂ委員
　４．自治会にしても、一部の役員の活動で盛り上がっているようで、役員には、住民で地域を良くしていこうという方針が感じられません。役員の業務はかなり忙しいようで、我々の
ような毎日帰宅の遅いサラリーマンには、手が出せません。ここでも、二極化があります。

339
ケアタウン委
員

市民意識 限定せず

Ｂ委員
　５．たかだか、２０万人の市なのですが、以上のように、市民意識はばらばらに感じます。それゆえ、市民の気持ちが、同じ方向に向くような理念が必要と思います。ケアタウン構想
には、まさしく、その市民の意識を束ねる軸になれるのではないかと期待感を持ちます。（勿論、ケアタウンそのものが重要なのですが）

340
ケアタウン委
員

連携・活動
のあり方

限定せず

Ｂ委員
　６．小田原では、文化や商業、体育などが市内に分散しています。小田原の旧市街は、逆に空洞化しています。ケアタウンの活動中心を小田原旧市街地内にもってきたらどうで
しょうか。小田原地下街なども活用できると思います。小田原駅周辺には、高校も複数あり、乗換え駅でもあるので、高校生も積極的に関与してもらったらよいし、福祉以外の、文
化、芸術、学習機能を持たせても良いでしょう。ＪＲ駅もバリアフリー化が進み、車を運転できない高齢者等の方がむしろ、鉄道を使い、小田原駅に来やすくなりました。多くの多様な
方が小田原駅を下車して、旧市街に集まれば、街もより、活性化されましょう。ケアタウンでは、交流、情報発信、教育研修・研究、環境、国際化といったものがキーワードになろうか
と思います。小田原駅前再開発の切り口にもなると思われます。

341
ケアタウン委
員

市民意識 限定せず

Ｃ委員
・身近でちょっとした問題（ごみ集積所のカラス対策や防犯灯など）自治会組織へお願いすべき事項も、地域の仕組や組織が分かりにくく、全て市役所へ問合せてしまいがち。（つま
り、地域組織の自治会の仕組みが分かりにくい）

342
ケアタウン委
員

相談・交流
の場

子育て

Ｃ委員
・乳幼児検診が、全て保健センターまで出向かわなくてはならないのは大変。いずみや、マロニエなどの地域公共施設でも行って欲しい。
・ラスカや小田原駅近くで、健康相談や乳幼児検診を開催して欲しい。
・保育園で、離乳食・幼児食の試食・講習会・相談会を開催してみて欲しい
・乳がん検診補助を２０歳からにして欲しい。
・子育てカレンダーを全市版と地域版を作って欲しい。
・私立幼稚園の案内書なども、各園に伺うだけではなく、一括して配布、紹介してくれる窓口があって欲しい。
・子育てフェスティバルで展示、紹介された、幼稚園の内容、保育園の案内、子育てサークルの紹介、参加団体の紹介など、いつでも知ることが出来るようになって欲しい。

343
ケアタウン委
員

制度の枠 限定せず

Ｄ委員
今回の委員会の目指すところは「住民と行政の協働による新しい福祉」ということになっています。私は、ケアタウン構想の中に、高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉だけでなく、地
域医療を加えることが出来ればと考えています。その理由は、高齢者介護や障害者福祉、児童福祉だけでなく、いずれの当事者も医療とは切り離せない問題を抱えているのではと
思います。
在宅で介護を受けている高齢者や慢性疾患で寝たきりの患者さんにとっては地域に根差した医療機関の存在が欠かせません。介護サービスと看護サービスも当事者にとっては切
り離して受けるよりもトータルなサービスの方がよりきめの細かいものになると考えます。
理想を言えば小学校区に一つ、すべての福祉・医療に関する相談を受ける窓口と介護・看護のステーション、それに医療が加わったチームがあることで問題が深刻にならない早期
での相談対応と適切なケアプランに基づく医療や福祉サービスの提供が可能になると考えます。
理想的には、「在宅支援診療所」のような、少ないベッド数でも、在宅で暮らす高齢者、障害者、慢性疾患や末期癌の患者さんが、病院ではなく、地域にある入院施設で、在宅診療に
関わる医療者によってケアを受けることが出来ればと考えます。診療報酬が在宅支援診療所のような入院施設に対して弱いのですが、市町村が地域医療を支える仕組みとして国
の診療報酬の見直しを求めるような働きかけが出来ればと思います。
全国には厳しい診療報酬のなかでも、良心的医療者が地域に根差した医療を、在宅支援診療所として頑張っている事例があります。特に癌の末期を自宅で過ごしたいという患者さ
んの緩和ケアを積極的に担い、在宅だけでは介護が厳しい家族の負担を軽減するために診療所のベッドを利用することで自宅での看取りも可能にしています。
相模川以西の癌のターミナルケアについては、中井町にあるホスピス研究所で「地域緩和ケア研究会」として病院医療者、在宅医療者、介護施設職員、介護事務所ケアマネー
ジャーが地域で緩和ケアを担う仕組みづくりについての会を持っています。これからは医療と福祉の垣根を外し、地域で暮らす住民が必要とするケアを住民と行政、福祉関係の事業
者、医療者が一緒に考えて行ければと思います。
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